
論

説
責
任
能
力
と
故
意

ー

カ

リ

フ
ォ

ル

ニ
ア
州

の
判

例

を

め
ぐ

っ
て
i

林

美
月
子

目

次

は
じ
め
に

一

分
割
審
理

(げ
罵
貫
8
仲&

蕊
巴
)
と
限
定
能
力

二

≦
。
昂

判
決
と
限
定
責
任
能
力

三

を
。琶
。器

判
決
と

メ
ソ
ス

・
リ
ア
理
論

お
わ
り
に

(島
巳

乱
。。
げ
&

8
冨

。ξ

)

は

じ

め

に

責
任
無
能
力
者
が
精
神
障
害

の
故

に
犯
行
時

に
故
意
を
も
欠

い
て

い
た
場
合
、

こ
れ
を
ど

の
よ
う

に
扱
う
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

曳

両
者
が
つ
ね
量

な
塑

は
い
え
な
い
で
あ
ろ
乞

し
か
し
・
反
対
需

霞

全
董

な
ら
な
い
と
す
る
の
も
誤
ま
り
鼠

解

稀

(
3

)

(
4
)

で
は
あ

っ
て
も
、

と
く

に
幻
覚
や
妄
想
を
特
徴
と
す
る
精
神
障
害

の
場
合

に
は
両
者

は
重
な
り
う
る
。

わ
が
国

の
判
例

に
次

の
よ
う
な
事
案
が
あ

る
。
外
国
航
路

を
航
海
中

の
船
舶
内

で
、
数
名

の
船
員

に
シ
ー
ナ
イ
フ
を
も

っ
て
殺
さ
れ
そ

う

に
な

っ
た
夢
を
見
た
被
告
人
が
、
夜
間
就
寝
な
ど
を
し
て

い
た
六
名

の
船
員
を
斧

で
切
り

つ
け
て
傷
害

し
、
機
械
類
を
損
壊
し
た
も
の

(121)12]



で
あ
る
。

第

一
審
は
心
神
耗
弱
と
し
た
が
、
第
二
審

は

「
睡
眠
酩
酊
状
態
」
と
称

さ
れ
る
べ
ぎ

「
意
識
混
濁
」

の
深

い
時
期

の
犯
行
と
し

て
心
神
喪
失

に
よ
る
無
罪

を
言

い
渡

這

・
本
件

で
は
、
意
識
囑

の
程
度
や
認
識

の
内
窪

詳
し
く
述

べ
ら
れ
て

い
な

い
が
、
も
し
、

被
告

人
が
正
当
防
衛
状
況
を
認
識
し
て

い
た
と
す
る
と
、
厳
格
責
任
説

に
よ
ら
な

い
限
り
、

心
神
喪
失
と
す
る
以
前

に
す
で

に
故
意
が
な

い
こ
と
に
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
急
迫
性

の
認
識

の
誤
ま
り

に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
生
理
的

.
生
物
学
的
な
も

の
は
行
為

者
を
基
準

と
し
て
過
失
を
考
え
る
な
ら
、
過
失
も
な

い
こ
と

に
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
か
。

改
正
刑
法
草
案

は
現
行
法

と
異
な
り
、
責
任
能
力

に
関
す
る
規
定

(第

一
六
条
か
ら
第

一
八
条
ま
で
)
を
故
意
及
び

過
失

に
関
す

る
規
定

(第

一
九
条
か
ら
第
二
二
条
ま
で
)
の
前

に
置

い
た
が
、

そ

の
主
な
理
由
と
し
て

「
責
任
能
力

は
責
任

の

一
般
的
な
前
提
条
件

で
あ
り
、
責
任

　
　
　

無
能
力
者

に
つ
い
て
は
故
意
又
は
過
失

の
有
無
を
論
ず
る
必
要
が
な

い
こ
と
」
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
、兄
方

は
す

で
に
小
野
博

　ア

　

士
に
よ

っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。

し
か
し
、
反
対
説
も
有
力
で
あ
る
。

平
野
博
士
は
、
生
物
学
的
要
件
を
重
視
す
る
と

い
う
点
で
は
責
任
能
刀
を
責
任

の
前
提
と
す
る
立
場
を
支
持
さ
れ
る
が
、

判
断

の
順
序

と
し
て
は
故
意

・
過
失
を
責
任
能
力

の
前

に
判
断
す

べ
き
だ
と
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、

故
意

・
過
失
の
な

い
者

に
つ
い
て
、
精
神

の
障
害
が
あ
る
か
な

い
か
を
裁
判
所
が
判
断
す

る
の
は
適
当
で
は
な
い
こ
と
、
治
療
処
分
や
没
収
を
責
任
無
能
力
者

の
行
為

に
つ
い
て
認

　　

　

め
る
と
し
た
場
合

に
も
故
意

・
過
失

の
存
在

の
認
定

は
必
要
と
す
べ
き

こ
と
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
責
任
能
力
を
責
任

の
要
素
と

さ
れ
る
団
藤
博
士
の
場
合
も
、
博

士
が
制

限
故
意
説

に
立
た
れ
る
こ
と
と
の
関
係

で
、
精
神
障
害

に
よ

っ
て
違
法
性

の
意
識

の
可
能
性
が

欠
け
た
と
き

の
責
任
無
能
力

と
責
任
と
し
て
の
故
意

の
判
断

の
順
序

に
明
ら
か
で
な

い
点
も
あ
る
が
、
構
成
要
件
的
故
意
を
責
任
能
力

よ

　
　

　

り
以

前

に
判
断

さ

れ

る
こ
と

は
明

ら

か
と

い
え

よ
う
。

も
ち

ろ

ん
、

西
ド

イ

ッ
や

わ
が

国

の
故

意

と
英
米

法

の

メ

ソ
ス

・
リ

ァ
を
全
く
同

様

に
扱

う

こ
と
は
適
当

で
は
な
く
、

今
後

さ
ら

に
そ

の
異
同

を
研
究

し
な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い
。

そ

こ
で
、
本
稿

で
は
、
考
察

の
対

象

を

ヵ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ァ
州

の
限
定

能
力

(山
冒
三

。。げ
巴

6巷
巴

蔓
)

122(.122)



責任能力と故意

の
理
論

に
限

り
、

(
10

)

こ
の
理
論

に
関
す

る
い
く

つ
か

の
重
要
な
判
例
を
検
討
し
、

故
意

の
不
存
在
と

の
関
係

に
つ
い
て
若
干

の
考
察
を
す
る

こ
と

に
し
た

い
。

そ

の
意
義
を
問

い
直
す

こ
と
を
通
じ
て
、
責
任
無
能
力
と

(
1

)

Q。
一鋤
齢。

タ

Q.
げ
帥
押

一
〇
φ

》
二
"

δ

ω
.
疇

一
"

説

刈
一
ρ

刈
謹

(
お

刈
O
)

■
な

お

、

モ

ー

リ

ス

は

妄

想

の
内

容

に

よ

っ
て

、

メ

ン

ス

・
リ

ア

(ヨ
窪

。。

門$

)

が

欠

け

る

場

合

、

た

と

、兄
ば

、

レ

モ

ン
を

絞

っ
て

い

る

と

思

っ
て

、

人

の
首

を
締

め

る

よ

う

な

場

合

の

み

を

免

責

し

、

そ

の

他

の

責

任

無

能

力

の
抗

弁

を

認

め

な

い
。

窯
o
零

巴

竃
o
ヨ

。。
硝

℃
。。績
。
繧
。。
仲身

彗

噺

酔
①

O
碧

αq
臼
o
器

O
臥
田
同匿

戸

凸

匂o
o
露

冨

讐

O
p
緊

9
凱

鱒

雰

罰

卿
磐

♂
笥

頓
一
♪

紹

O
～

給

一

(
一
り
O
QQ
)

(直

接

参

照

で

き

な

か

っ
た

の

で

、

国
霞
幕
ユ

誤

鵠
αq
p
「
o
窪
o

。。
ロ
山

》
コ
ロ

頃
蜘
。。器

艶

コ
σq
四
器
葺
ρ

竃

Φ
茸
巴

U
叫旨
び
宏
仲
一霧

彗

儲

ρ

圃日
げ
巴

閃
窃

唱

蕊

扁げ
ヨ
蔓

・
N
α
-
N
①

(
竈
Qo
ω
)

に

よ

っ
た

)
・

同

様

の

立

場

は

一
九

七

三

年

の

昌
ク

ソ

ン
政

府

の
責

任

無

能

力

廃

止

案

(
ω
・

霞

O
P

㊤
。。
山

9

蹟

L

ω
齢
ω
Φ
。。。。

・

⑳
詔

b。
)

に
も

み

ら

れ

る

。

し

か

し

、

本

稿

で

は

、

責

任

無

能

力

の
制

度

を

前

提

と

し

て

検

討

を

進

め

る

こ

と

に
す

る
。

(
2

)

留

Φ

ω
け韓
Φ

〈
・
鵠
⇔̀
匿

鳩

㎝
O

≦

団。。
.
卜。
昏

お

Q。
噂

一
◎。
ら

2
.≦

'
b。
山

嶺

ρ

一
〇
も。

(
一
り
喧
一
)
吟

(
3

)

露

繭
・・
①
同
隣
耳

。
『
凶昌

巴

冨

詔

・
亀

壼

酵

尾

・
二

ω
魯

§

y

。。
§

頁

竃

ヨ

勺
・・団
。
ぼ
貴

。・
民

臣
①

§

器

;

B

導

ω
喜

巳

串

密

(
§

ω
)
…
}

ζ

。
量

O
ユ
巳

鵠

=

旨
紹

鶏

ざ

お

≦

脚
。・
げ
騨

讐

。
コ

い
胆
毛

閃
。
〈
一〇
閤

㎝
◎。
ω

圃

O
O
①
-
8

刈

(
一
⑩
0
◎。
Y

(4
)

菱

①
ヒ

蚤

艮

酵

Φ
瓢
9

・
霞

。三

昌
o
巨

昌

産

9

旭
・身

㍉

卸

ゲ
こ

。§

巴

。{
o
・疑

コ
⇔
;

署

仲

2

量

g
酋

一・
出

(蕊

劇
)
.

(
5
)

東
京
高
判
昭
和
四

一
年
九
月
九
日
判
例
時
報
四
七
五
号
五
八
頁
。

(
6
)

法
制
審
議
会
刑
事
法
特
別
部
会

・
改
正
刑
法
草
案
附
同
説
明
書

(昭
和
四
七
年
)

一
〇
二
頁
。

(
7
)

小
野
清

一
郎

「責
任
能
力

の
人
間
学
的
解
明

(
一
)
」
ジ

ュ
リ
ス
ト
三
六
七
丹

(昭
和
四
二
年
)
八
八
頁
、
同

「
責
任
能
力
の
人
間
学
的
解
明

(二
)
」
ジ

ュ
リ
ス
ト

三
六
八
号

(昭
和
四
二
年
)

一
二
二
頁
。

(8
)

平
野
龍

↓
.
刑
法
総
論
皿

(昭
和
五
〇
年
)
二
八
二
頁
。
同
實
の
見
解
と
し
て
、
内
藤
謙

・
刑
法
改
正
の
研
究
ー
概
説

・
総
則

(平
場
安
治

・
平
野
龍

　
編

.
昭
和

四
七
年
)
ニ
ニ
ニ
頁
。
も

っ
と
も
、
平
野
博
士
は
制
限
貴
任
説
に
立
た
れ
る
の
で
、
故
意
の
内
容
は
違
法
性
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
認
識
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
責
任

無
能
力
者
で
あ

っ
て
も
、
事
実
の
認
識
は
可
能
な
こ
と
が
多

い
の
で
、
制
限
責
任
説
に
立
つ
場
合
は
、
違
法
性
の
意
識
を
故
意
の
内
容
と
す
る
厳
格
故
意
説
や
、
違
法

性
の
意
識
の
可
能
性
を
故
意
の
内
容
と
す
る
制
限
故
意
説

に
比
し
て
、
責
任
無
能
力
と
故
意
の
不
存
在
が
重
な
る
場
合
は
少
な
く
な
ろ
う
。

(9
)

団
藤
重
光

「
責
任
能
力
の
本
質
」
刑
法
講
座
第
三
巻

(昭
和
三
八
年
)
三
三
頁
以
下
、
同

・
刑
法
綱
要
総
論

(改
訂
版

・
昭
和
五
四
年
)
二
五
〇
頁
以
下
。

(
10

)

限

定

能

力

の

理

論

は

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

以

外

で

も

論

じ

ら

れ

る

。

留

国
浄

臼

タ

¢
.ρ

も。
鱒
Q。

9

9

醤

ω
噂

一
お

,

b。
山

b。
Q。

(
一
〇
監

y

q
.
ψ

押

bσ
量
零
器

「
ゆ

ミ
一
甥
・
淫

㊤
8

(δ
認
)
引
切
簿
げ
詔

ぐ
.
d
・ω
」

q。
留

》
.
b。
脳
2

(
一㊤
刈
φ)
直

し
か
し
、
後
述

の
よ
う
に
、
と
く

に
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
い
て
、

こ
の
理
論

は
分
割
審

理

(戴
沖
R
岳
けΦ
α
耳
廟島
)
と

と

も

に
発
展

し
て
き

た
の
で
あ

る
。
鈴
木

義
男

「英
米
刑
法

に
お
け
る
限
定
責
任
能
力
」
犯

罪
学
年
報
第
三
巻

(精
神
障
害
と
犯
罪

・
昭
和
四
〇
年
)

一
〇

六
頁
以
下
、
と
く

に

一
二
〇
頁
以
下
参
照
。

(123)123



分

割
審

理

(び
罵
霞
o
卑
a

践

巴
)

と

限

定
能

力

(隻
巳
一巳
。。
ゴ
a

8
冨

。
一¢
)

圃

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

で
は
、

一
九

二
五
年

に
、

犯
罪

増

加

に
対
処

す

る
た

め

に
、

刑

事
司
法

の
迅
速

か

つ
正
確

な
運
用

を
保

障
す

る
制
度

を
求

め

て
、

刑

事
訴

訟
法

改
正
委

員

会
が

設

け

ら

れ

た
。

そ

し
て
、

そ

の

一
環

と
し

て
、

責
任

能

力

に

つ

い
て

の
分
割

審
理

(げ
含

§

邑

蕊
旺

。「
。。Φ℃四邑

①
三
鋤
)
が

提

案

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

す
な

わ

ち
、
提

案

理
由
書

に
よ
れ
ば
、

当

時

の
責

任
能

力

に

つ

い
て

の

審

理
手
続

で
は

「
被
告

人

は
、

犯
罪

を
犯

し
た
か
否

か

の
審

理

の
際

に
、

犯
行

時

の
責
任

能
力

に
関

す

る
あ

ら

ゆ

る
事
柄

を
持

出
す

こ
と

が

で
き

る
。

こ
う

し
て
、

犯
罪

を
犯

し

た
か

否
か

と

い
う

問
題

と

は
関
連

の
な

い
多

く

の
証
拠

を
陪
審

に
提

出

で
き

る

こ
と

に
な

る
。

こ

こ
か
ら
、

し
ば

し
ば
、

被

告
人

は
陪
審

員

の
同

情

や
先

入
観

に
訴

え

る

こ
と

に
な

る

し
、

そ

う

で
な

く

て

も
、

審

理

が

非

常

に
混
乱

す

(
11
)

る
」

の
で
、
被
告
人
が
犯
罪
を
犯
し
た
か
否
か
を
審
理
し
た
後

に
、
責
任
能
力

に
つ
い
て
審
理
す
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
と
さ
れ
た

の
で
あ

る
。
そ
し
て
、

一
九
二
七
年

に
ヵ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
刑
法

一
〇

二
六
条

と
し
て
立
法
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ま
さ
に
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ

ア
州
刑
法

二
〇
条

の
規
定
す
る
よ
う

に
、
犯
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
行
為
と
意
図

(葺
舞

)
又
は
過
失

(話
σ・認
9
8
)
が
必
要
な

の
で

あ

る
。
ま
た
、
殺
人
罪
を
謀
殺
と
故
殺

に
分
け
る
場
合
も
、
被
告
人

の
犯
行
時

の
精
神
状
態
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
犯
罪
を
犯

し
た
か
否
か

の
審
理
と
責
任
能
力

の
審
理
を
全
く
分
割
し
う
る

の
か
に
疑
問
が
出
て
く
る
。
右

の
委
員
会
が

こ
の

点

に
十
分
な
考
慮
を
払
わ
な
か

っ
た
た
め
に
、
後

に
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
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二

一
九

二
七
年

の
立
法

に
よ

っ
て
、
被
告
人
が
責
任
無
能
力
と
他

の
理
由

に
よ
る
無
罪
を
申
し
立

て
た
場
合

に
は
、
最
初

に
後
者

の

点
が
審
理
さ
れ
る
が
、
そ

の
審
理
で
は
責
任
能
力
者

と
推
定
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
審
理

の
結
果
有
罪
と
さ
れ
る
か
、
責
任
無
能

力

の
申
し
立
て
の
み
を

し
て

い
た
と
き

に
は
、
責
任
能
力

の
審

理
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
制
度

は
、
発
足
後
直
ち
に
、
多
く
の
裁
判
で
争
わ



(
12

)

(
13

)

れ
た
。

し
か
し
、

そ

の
す

ぺ
て
の
反
論
が
否
定
さ
れ
た
。

た
と
え
ば
、

↓
3
鼻
。
判
決

で
は
、

被
告
人
は
第

一
級
謀
殺
罪

で
起
訴
さ
れ
た

の
で
、
有
罪

か
否
か

の
審
理

の
際
に
、
犯
罪
要
素
で
あ
る
予
謀

(や
冨
ヨ
Φ影
豊
8
)
を
な
し
え
な
か

っ
た

こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
、
精
神

状
態
に

つ
い
て
の
証
拠
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
が
、
第

一
審
裁
判
所
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
陪
審

は
被
告
人
を
第

一
級
謀
殺
罪

で
有
罪
と

し

た
。
被
告
人

の
上
告
理
由
に
は
、
予
謀

は
犯
罪
の
要
素

で
あ

る
か
ら
、

こ
の
要
素
を
否
定
す

る
た

め
に
精
神
状
態

に
つ
い
て
証
拠
を
提
出

す

る
こ
と
は
、
分
割
審
理
の
規
定
も
排
除
し
て

い
な

い
は
ず

で
あ

る
と
の
主
張
も
含

ま
れ
て

い
た
。
ま
た
、
反
対
意
見
を
書

い
た
プ
リ
ス

ト

ソ
裁
判
官
も
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州
刑
法

二

一
条

の
、
意
図
は
正
常
な
精
神
状
態

に
よ

っ
て
示
さ
れ

る
と

い
う
規
定
を
あ
げ

て
、
無
罪

(
14
)

の
主
張

は
必
然
的

に
責
任
無
能
力

の
主
張
を
含
む

こ
と
に
な

る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
多
数
意
見

は
こ
れ
ら

の
点

に
対
す
る
見
解
を
示
す

(15

)

こ
と
な
く
、
上
告
を
棄
却
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
既
述

の
分
割
審
理
の
規
定

の
立
法
理
由
に
忠
実
な
解
釈
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
精
神

状
態

に
つ
い
て

の
証
拠

は
、
責
任
無
能
力

に
関
連
す

る
も

の
で
あ
れ
ば
、
責
任
能
力

の
審
理
の
段
階
で
提
出

で
き
る
の
で
あ

り
、
他
方

で
、

責
任
無
能
力

に
足
り
な

い
よ
う
な
精
神
状
態
は
考
慮
す
る
必
要

は
な

い
の
で
、
有
罪
か
否
か
の
審
理
の
段
階

で
精
神
状
態

に
つ
い
て
の
証

拠
提
出
を
拒
否

し
て
も
憲
法
違
反

に
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
責
任
無
能
力

に
は
足
り
な

い
精

神
状
態

に
つ
い
て
は
お
よ
そ
証
拠
を
提
出
で
き
な

い
こ
と

に
な
る

の
で
あ
り
、

と
く

に
そ

の
証
拠
が
、
犯
罪

の
要
素

で
あ
る
意
図
(旨
8
ロ
齢)

(16

)

の
否
定
を
示
す
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
証
拠
提
出
を
認

め
る
べ
き
だ
と
す

る
見
解
も
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。

責任能力と故意

(17

)

三

そ
し
て
、

つ
い
に

毫
Φ
濠

判
決

に
お

い
て
、
精
神
状
態

に
つ
い
て
の
証
拠
が
有
罪

か
否

か

の
審

理

の
段
階

に
お
い
て
も
許
容
さ

れ
る
に
至

っ
た
。
被
告
人
は

「
事
前

の
悪
意

(三
子

日
跳
8

臥
。曇
げ
8
ぴq
ε

」
を
も

っ
て
す
る
無
期
懲
役
囚

に
よ
る
暴
行
傷
害

の
罪

で
起
訴

さ
れ
た
。
被
告
人
は
、
第

一
審
で
、
自
己

の
安
全
に
対
す

る
異
常
な
不
安

の
故

に
自
己

の
安
全

に
対
す

る
脅
威

に
対
し
て
健
常
人
よ
り
も

過
敏

に
反
応
す
る
旨

の
医
者

の
証
言
を
基
礎

に
し
て
、
相
当
な
反
撃
を
し
て
自
己
を
防
衛
す

る
つ
も
り
で
あ

っ
た
の
だ
か
ら

「
事
前

の
悪

(125125



意

(巴
島

8

缶{。同㊦9
。
薦
9

L

に
欠
け

る
と
主

張

し

よ
う

と
し

た
が

、

認

め
ら

れ
な

か

っ
た
。

こ
れ

に
対

し
て
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ァ
州
最

高
裁

は
、

結
論

的

に
は
右

の
証
拠

を

許
容

し
な

か

っ
た

こ
と

は

「
事
前

の
悪

意
」
が
あ

っ
た

(18

)

と

い
う
認

定

に
影
響

し
な

い
と

し
た
も

の

の
、

次

の

よ
う
な
注

目
す

ぺ
ぎ

見
解

を
示

し
た
。

第

一
に
、

精

神
状
態

に

つ
い
て

の
証
拠

を
有

罪

か
否

か

の
審

理

の
段
階

で
許

容

し
な

い
と

い
う
従

来

の
判

例

は
、

そ

の
証
拠

が
責

任
無

能
力

を

理

由
と

し
て
犯
罪

を

犯

し
え
な

か

っ
た

と

い
う
証

明

に
関
す

る
も

の
で
あ

る
限

り
、

分

割
審

理

の
立
法

の
解

釈

と
し

て
正

し

い
。

し
か

し
、

責
任

無
能

力

に
足
り
な

い
精
神

状

態

を
示

す
証

拠
を

特
殊

な

犯
意

(。。b
a

巴

日
Φ耳
巴

。。巨

Φ)
を
否
定

す

る

た

め

に
用

い
る

こ
と

を
拒

否

す

る

こ
と
は

で
き

な

い
。

と

い
う

の
は
、

被
告

人

は
無
罪

の
推
定

を
受

け
、

犯
罪

の
全

て

の
要
素

に

つ
い
て
防

禦
す

る
権

利
が
あ

(19

)

る
か
ら

で
あ

る
と
す

る
。

第

二

に
、
有

罪

か
否

か

の
審

理

の
段
階

で
許

容

さ
れ

る

の
は
、
特

殊

な
実

質

的
犯
意

が

あ

っ
た

か
否

か

(山
一山
O殴
α
一岱
=
O仲)

に
関

す

る

証
拠

で
あ

っ
て
、

貴
任

無
能
力

の
故

に
そ

れ
ら

の
犯
意

を
も

ち
え

な
か

っ
た

(OO
9一山
口
O什)
こ
と

を

示
す
傾

向

の
あ

る

証
拠

で

は
な

い
と

(20

)

す

る
。

第
三

に
、
有
罪
か
否
か
の
審

理
の
段
階
で
精
神
状
態

に

つ
い
て

の
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、
特
殊

の
犯
意

の
証
明
を
要
求
す

る
犯
罪

(
21

)

に

つ
い
て

の
み
で
あ

る
と

さ
れ

て

い
る
。

た

と
え
ば

、

謀

殺

罪

に
お
け

る

「
事
前

の
悪
意

(琶
幾

8

駄
。
曇
げ
。賃
σq
ぎ
)」
、

第

一
級

謀
殺

罪

に

お
け

る

「
計

画
性

お

よ
び
予
謀

(飢
集
げ
①韓

冨

壁
α
嘆
Φヨ
Φき

蹉

8
)
」
、

住

居
侵

入
罪

に

お
け

る

「
重
窃

盗
罪

又

は
軽

窃

盗
罪
も

し
く

は
重

罪

を
犯

す
意

図
」

が

こ

の
特
殊

な

犯
意

の
例

で
あ

る
。
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四

こ
う

し
て
、
有

罪

か
否

か

の
審
理

の
段

階

で
も

精
神

状
態

に

つ
い
て

の
証

拠

は
許

容

さ
れ

る

こ
と

に
な

っ
た
が
、

そ

の
根
拠

は
不

明
確

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

一
方

で

は
、

そ

の
よ
う

な
証

拠

を
許
容

す

る
理
由

は
第

一
点

に
示
さ
れ

た

よ
う

に
、

分
割

審

理

の
制

度

に
よ

っ



責任能力と故意

て
も
、
立
法
者
は
被
告
人

の
無
罪

の
推
定

や
無
罪
を
示
す
た
め
の
証
拠
を
提
出
す

る
権
利
を
否
定
す
る

つ
も
り
は
な
か

っ
た
と

い
う
点
に

(
22

)

求

め
ら

れ

て

い
る
。

こ
の
議

論

は
、

犯
罪

の
成
立

に
は
犯
意

(ヨ
Φ冨

「Φ伽
)
が

必
要

で
あ

る
と

い
う
、

い
わ
ゆ

る

メ

ン
ス

・
リ

ァ
の
理
論

を

(23

)

基

礎

と
す

る
も

の
と

い
え

よ
う
。

メ

ン
ス

・
リ
ア
は
非

常

に
多
義

的
な

概

念

で
、

使

わ
れ

る
文
脈

に
よ

っ
て
種

々
の
意

味

を
含

み
う

る
。

し
た
が

っ
て
、
責

任
能

力

を
含

め
た
責
任

一
般

を
表

現
す

る
用

語

と

し
て

メ

ソ
ス

・
リ

ア
が
用

い
ら

れ

る

こ
と
も
あ

る
。

し
か

し
、
こ
こ
で

(24
)

い
う

メ

ン
ス

・
リ
ア

の
理
論

と

は
、

個

々
の
犯
罪

の
成

立

に
は
、

そ

の
罪

に
特
殊

な

犯
意

が

必
要

で
あ

る
と

い
う
理
論

で
あ

る
。

し
か

し
、

こ

の
議

論

を

一
貫
す

れ
ば
、

カ
ー

タ
ー
裁

判
官

が
反

対
意

見

で
示

し
た

よ
う

に
、

責
任

無
能

力

を
示
す
証

拠

も

犯
意

の
否
定

に
用

い
う

る

(
25
)

と

い
う

こ
と

に
な
ろ

う
。

そ

し
て
、
ま
さ

に
、
ア
リ

ゾ

ナ
州

の

しっ
訂
≦

判

決

の
よ
う

に
、
分
割

審

理

で

は
、
責

任
無

能
力
者

は
犯
罪

の
実

体
的

(
26

)

要

素

(暴

仲臼
或

Φ冨
ヨ
Φ嵩
C

を
否

定
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
の
で
、

こ

の
制
度

は
憲

法
違

反

だ

と

す

べ

ぎ

こ

と

に
な

る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

ま
た
、

メ

ソ
ス

・
リ

ア

の
理
論

か
ら

す

る
な
ら
ば

、

右

の
証
拠

の
許
容

性

の
特
殊

な

犯
意

に

よ
る
犯
罪

へ
の
限
定

に
も

疑

問
が

生

じ

よ

う
。

特

殊

犯
意

(。。や
⑦。静

巨

Φ葺
)
に
よ

る
犯

罪

か

一
般

犯
意

(αq①
器
H巴

葺

魯
什)
に
よ

る
犯
罪

か

は
、

条

文

に
特

殊

な

心
理

的
現
象

を
現

わ
す

言
葉
、

た
と

え
ば

「
意

図

(一三
窪

ご

と

か

「
悪
意

(冨

一剛8
)
」
が

示

さ
れ

て

い
る
か
否

か

に

よ

っ
て

い
る
。

犯

行

の
後

に

さ

ら

に

(
27
)

何
ら

か

の
行

為

を
行

な

う
意

図

又

は
将
来

の
結
果
達

成

の
意

図

が
要
求

さ
れ

て

い
る
場
合
、

及

び
、

そ
れ

ら

の
意

図

は
伴

わ
な

い
が

「
予

謀

(只
①日
Φ舞

豊

8
)
」
「
事
前

の
悪
意

(ヨ
豊

8

彙。州。藁

ぎ
茜
げ
峠ご

等

が
要

求

さ

れ

て

い
る
場

合
が

特

殊
犯

意

に
よ
る
犯
罪

の
中

に
含

ま
れ

る

と
さ
れ

て

い
る
。

そ

し

て
そ

れ

以
外

の
犯
意

は

一
般

犯
意

に
よ

る
犯
罪

と
な

る
。

し
か

し
、

い
ず

れ

に
せ
よ
、

メ

ン
ス

・
リ

ア
の
理
論

か

ら
す

れ
ば

、
精

神

状
態

に

つ

い
て

の
証
拠

を
特
殊

犯
意

の
否
定

に
使

わ

せ
な

い
こ
と
が
デ

ュ
ー

・
プ

ロ
セ
ス
に
反
す

る

の
な
ら
ば

、

一
般

犯
意

の
否

定

に

つ
い
て
も
そ

の
よ
う

な
証

拠

を
使

わ

せ
な

い
の

は
デ

ュ
ー

・
プ

ロ
セ
ス
に
反
す

る

こ
と

に
な

る

は
ず

で

あ

る
。

一
般

犯
意

と

い

っ
て
も
、
厳

格

責
任

で
は
な

い
の

で
あ

り
、

そ

の
存
在

は
合

理
的

な
疑

い
を
容

れ
な

い
程
度

に
証
明

さ

れ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
の
で

(28

)

あ

り
、

ま
た
、

精
神

障
害

に
よ

っ
て

否
定

さ
れ

う

る
も

の
だ

か
ら

で
あ

る
。
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こ
の
よ
う

に

み
て
く

る
と
、
芝

①
　
。。
判

決

は

メ

ソ
ス

・
リ

ア

の
理
論

に
よ

っ
て
有

罪

か

否
か

の
審

理

の
段
階

で
精

神
状
態

の
証

拠

を
許

容

し
た

と
断
言

す

る

こ
と

は
で
き

な
く
な

っ
て
く

る
。

む

し
ろ
、
芝

Φ
房

判

決

は
、

分
割

審

理

を
前
提

と
し
た

と

は

い
え
、
責
任

無

能
力

に
足
り
な

い
精
神

状
態

を
対
象

と

し
、

特

殊
犯

意

の
否
定

に

の
み
、

つ
ま
り
、

な

お

一
般

犯
意

を
要

求

す

る

犯
罪

で

の
処

罰

(た
と
え
ぽ

(29
)

謀
殺
が
否
定
さ
れ
て
も
故
殺
と
し
て
の
処
罰
は
可
能
で
あ
る
)
が

可
能

な
場

合

に
の
み
証
拠

の
提
出
を
許

し
た
の
で
あ

り
、
限
定
責
任
能
力
制

(30

)

度

の
な

い
カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

で
、

限
定

責
任

能

力

の
理
論

に
近

い
も

の
を
導

入

し
た
と
も

い
え

る

の
で
あ

る
。

と
く

に
、

責
任

能
力

の

判

決
基

準

と
し

て
厳

格

な

マ
ッ
ク
ノ
ー
ト

ソ

・
ル
ー

ル
を
採

用

し
て
き

た

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

で
は
、

こ
れ

を
緩

め
て
、
責

任
能

力

に
程

(
31

)

度

の
概
念
を
入
れ
る
必
要
が
生
じ
て
い
た

の
で
あ

る
。

128(128)

(
32

)

五

≦
巴

。。
判
決

は
、

一
〇
年

後
、

O
o
筋
幕
コ

判
決

に
お

い
て
確
認

さ
れ
、

い
わ
ゆ

る

芝

㊦
房
-O
o
誘
ゴ
窪

毎
♂

が
確

立

し
た
。

と
く

に
、
O
o
錺
ゴ
8

判
決

は
、

任
意

酩

酊

に
よ

っ
て
も
悪

意

(ヨ
巴
一8
)
が

欠
け

れ
ば

謀

殺

(日
霞
牙
同)
で

は
な

く

故
殺

(日
餌
ロ。。一・。=
唇
け.同)

に
な

る

こ
と

を
明

言

し
た
点

、

及

び
、

妻

亀

ω
判

決

と
異

な

っ
て
、

被

告

人

は
特

殊

犯
意

を

も

ち

え

な

か

っ
た

(OO嘗
一山
目
O酔)

こ
と
を
証
明

す

る
よ
う

な
証
拠

を
も

許
容

す

る
と

し
た
点

で
特

色
が

あ

る
。

(33

)

こ

の

芝

亀

ωI
O
o
鵠
げ
魯

同三
Φ

は

O
o
昌
8
団

判
決

に
よ

っ
て

「
限
定
能

力

(象
ほ
畠

冨
恥
6昌
盛

蔓
)」

の
理

論

と
命
名

さ
れ

た
。

O
o
巳
①鴫

判
決

自

体

は
謀

殺

の
悪
意

(ヨ
巴
一8
)
が

欠
け

れ
ば
、

挑
発

(箕
。〈
9
巴

8
)
が

な
く

て
も

故

殺

に
す

ぎ

な

い
と
す

る
も

の
で
、

芝

亀

のー
Ω
。
学

。。冨
ロ

同巳
o

に
新

し

い
何

か
を
加
え

た

わ
け

で

は
な

い
と

い
え

よ
う
。

し

か

し
、

傍

論

に
お

い
て
、

任
意

殺

人
罪

(〈
。一̀
鵠
紆
.団
ヨ
.コ
。。一髄
ロ
・

ゆqげ
§

)
に
お
け

る
殺

人

の
意

図

(葺

8
茸
。
犀
き

は
特

殊

犯
意

で
あ

り
、

限
定
能

力

に
よ

っ
て

こ

の
犯
意
が
欠

け

れ
ば
、

非
任
意

殺

人

(ぎ
,

(
34

)

〈
。
冨
導
僧
蔓

目
き

。。巨

σ・
津
Φ
「)

に

し

か

な

ら

な

い
と

し

た

点

で

は
注

目

さ

れ

る
。

 (11
)

9

竃

o
H三
曽

0
◎
ヨ
巳

器
凶o
コ

{o
同
静

Φ

夘
珠
o
毒

9

0
臨
目
凶岳

一
甲

8
¢
伽
葭

P

切
o
唇

二

一
α
-
嵩

(
一
〇
b。
刈
)

(
直

接

参

照

で

ぎ

な

か

っ
た

の

で

ド
〇
三
。。
Φ
=
p
巳

国
鶴

胃
9

ぼ
田
ロ
犀
同
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鴎

9。

望

♂
5
器

"
↓
げ
o

切昌
一欝

畠
け皇巴

↓
ユ
国
ピ

お

◎
許

ピ
・即

o◎
O
伊

Q。
O
o。

(
一
㊤
0
討

に

よ

っ
た

)
.

(
12

)

ピ
o
亀
器
=

口。
乱

=
師
聾

負

剛鮮

障

o◎
一
bQ
.

(
13

)

剛
8

葛
¢

"

↓
り
8
ぼ

鴇
悼
8

0
ロ
r

ω
q
'
ミ

ω

国

ρ

♂

刈

(
H
り
bo
oQ
)
.

(
14

)

罷
・
bo
認

℃
隣
ρ

9

謡

倉

(
15

)

ピ
8

落

昌

暫
巳

鵠
塁

噂
。。
唇

冨

ロ
o
件
o

一
bo
矯
巴

Q。
一
ド

(
16

)

O
Q
日
目
o
暮

噂
9

0
典

い
.即

日
0
9

譲

Qo
.

圃
置

(
一
¢
お

)
・

(
17

)

聞
8

且
o

〈
.
芝

o
静

鴇

ω
ω

〇
四
ド

b◎
自

◎。
Q。
ρ

賂o
O
N

℃
.
bo
血
器

(
一
〇
お

)
・

(
18
)

鵠
,
8

bo

即

bo
鎚

9。
梓
鴫
O
.

(
19

)

影

N
8

剛
・
b◎
脳

舞

①
も。

①
㎝
"

零

占

Q¢
.

(
20

)

写

N
O
b。

"

毘

韓

0
9

こ

の

点

に

つ

い

て

、

ヵ

ー

タ

ー

裁

判

官

は

、

責

任

無

能

力

に
足

り

な

い
精

神

状

態

を

示

す

証

拠

が

許

容

さ

れ

る

の

な

ら

ば

、

大

は

小

を

兼

ね

る

と

い
う

原

則

か

ら

し

て

、

責

任

無

能

力

を

示

す

証

拠

は

よ

り

一
層

、

犯

意

の
否

定

に

用

い
う

る

は

ず

で

あ

る

こ

と

、

及

び

、

犯

意

を

も

ち

え

な

か

っ
た

こ

と

を

示

す

証

拠

は

、

論

理

的

に
考

え

れ

ば

、

犯

意

が

な

か

っ
た

と

い
う

証

明

に

つ

い

て

関

連

性

及

び

許

容

性

が

あ

る

こ

と

等

を

理

由

に

反

対

意

見

を

述

べ

て

い

る

。

峯

・。
O
N

℃
.
bδ
F

艮

刈
学

刈
bo
馳

(
21
)

軍

N
8

℃
・
謡

舞

q
ρ

(
22

)

罷

・
悼
S

勺
・
野o
畠

。・
帥
紹

・

(
23

)

Gゆ
騨
恩

"
竃

①
自

切
ぷ

ホ

奪

碧
自

ピ
.
"
o
タ

O
圃
♪

δ

説

1
一
8

①

(
一
〇
ω
bo
)
.

(
24
)

郎

鰯
静

ゆ
望

ゴ
巳

ぎ

密
噌
麟
鼠

臣

巳
器
♪

ρ

ぎ

ぎ
匹

冨

類

助
鼠

穿

勺
触
8
$
器

。。

h⇔
曾

ゐ

①
Q。

(幽
聾

&

・

一
〇
〇。
ω
Y

(
25

)

Qり
聾

¢

タ

Qo
訂

詔
"

一
〇
α

〉
「
貯

一
8

婦
ミ

一

即

b。
戯

譲

α
'
認

も。
為

謡

(
一
り
刈
O
)
'
但

し

、

被

告

人

の
精

神

状

態

や
強

盗

の

犯

意

が

あ

っ
た

か

否

か

に

つ

い

て

は

明

確

に

さ

れ

て

い

な

い
。

(
26

)

匂り
冨

毛

判

決

に

対

す

る

批

判

と

し

て

、

ρ

唇

ヨ
8

黄

ぎ

℃
§

諺

僻
巳

ロロ
一貯

畠
仲
a

↓
「
芭

。。
"
>

O
o
昏

す

国
柳Q
a

ω
詔
。
具

①
⑦

Z

≦

¢
.r
.
閃
・
ω
b。
メ

鍵

O
山

自

(
一
り

謡

)
.

(
27

)

℃
8

冨
o

〈
聯
鵠
8

斜

一
〇
鉾

窪

劇
臆

噛
ま

N

即

塾Q
儒

ω
刈
ρ

¢。
N

O
群

閑
隣
鴎
・
2

Q。

(
一
Φ
8

Y

(
28

)

ζ

臼
器
ψ
。陰
償
℃
冨

呂

審

♪

暮

一
①
.

(
29

)

結

局

に

お

い

て

、

αq
o
器

冨
=

算
o
耳

a

日
①

と

。。需

9
津

葺

①
簿

自
巨

o

の

区

別

に

は

明

確

な

基

準

は

な

く

、

重

い
罪

の

一
定

の

犯

意

が

否

定

さ

れ

た

と

し

て

も

、

な

お
軽

い

犯

罪

で

処

罰

で

き

る

場

合

に
、

重

い

罪

の
方

を

。・
需

。
§

葺

①
艮

臼
膏

①

と

す

る

こ

と

に
も

な

っ
て

い

っ
た

。

℃
8

覧
①

〈
・

Z
睾

8
矯

・。
勝

0
典

諺
弓
掌

臣

縮

9

(i29)129



一
8

9

一

智

只

b。
霧

(
お

認

)
.

ω
Φ
Φ

ζ

巳

巴

℃
8

巴

O

浮

鵬
紹

・o
・。
'

ト

8

(津

。
や
。
明巴

O
臣

。
一ゆ
一

〇
同僻
津

U
或

"

Z

9

↑

一
㊤
沼

)
"

エ
鑓
戸

O

㊥
ロ
鐙

巴

「
ユ
只

苞

。
。。

。
粘

O
ユ
旨

ヨ

巴

ピ
署

窓

b。

(bo
ら

⑦
俳
畳

一
り
①
O
)
・

(
30

)

ζ

臼

沼

噂

。・
后

冨

8

審

b。
g。
」

卑

舘

・

(
31

)

O
Q
ヨ
目

①
導

滑

。・
后

冨

雷
9

Φ

一
①
脚
韓

詰

ド

(
32

)

勺
§

ぎ

く
。
o
。
臨

①
p

ヨ

o
巴
・
・。
岱

ま

噛
ω
・。
①

即

・。
匙

旨

(
頸

。
)
・

(
33

)

男
8
冨

タ

O
。
三
。
ざ

課

0
巴
・
b。
傷

ω
一
ρ

念

一

"

臣

O
詳

お

O
鋒

図
噂
亘

。。
一
㎝

(
一
〇
8

y

(
34

)

岡F

劇
=

即

母

騨

り
bQ
O

ロ
9
①

F

一
8

bこ
)
…

斧

㈱

N
.O
N

8

日
ヨ

o
暮

。。

評

鉾

罠

艀

(
日
窪

鼠

叶}<
①

130.r30

 

二

芝
o甑

判
決
と
限
定
責
任
能
力

一

芝
㊥騎

判
決
も
限
定
能
力

(象
艮
臥
号
a

$
鴇
。ξ
)
の
理
論
を

い
わ
ゆ

る
限
定
責
任
能
力

と
同
様

の
考
え
方

に

よ

っ
て
基
礎
づ
け

(
35
)

て

い
た

の
で

は
な

い
か

と
思
わ

れ

る

の
で
あ

る
が
、

こ

の
よ
う

な
方

向

を

一
層

明

ら

か

に
し
た

の

が

芝

o
幣

判
決

で
あ

る

と

い
え

よ
う
。

被
告

人

は
、

少

女

を
家

に
連

れ
込

ん

で
強

姦

し
、

ヌ
ー
ド

の
写

真

を
撮

ろ
う

と

し

て
、

妨
害

と
な

る
彼

の
母
親

を
斧

で
殺
害

し
、

第

一
級

謀

殺
罪

で
起
訴

さ

れ
、

第

一
審

で
有
罪

と

さ
れ

た
。

被
告

人

は

マ
ッ
ク
ノ
ー

ト

ソ

.
ル
ー

ル
の
下

で
は
責
任
能

力
あ

り

と
さ

れ
た
。

し
か

し
、

被
告

人

は
犯
行
当

時
、

一
五
歳

で
あ

り
、

か

つ
精

神

分

裂
病

で
も

あ

っ
た

た

め
、

限
定

能

力

(毎
巨
ロ
幽。。ず.
山
。帥
℃動。芽

)

の
理
論

の
適

用
が

問
題

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

し

か

し
、
当

時

の
謀

殺
罪

(
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
刑
法

一
八
九
条
)
は

「
毒

物

の
使

用
、

待

ち
伏

せ

(一旨

・、

ぎ

霜
葺

)、

拷

問

(§

葺
H①)、
そ

の
他

の
故
意

の

(乱
豪
&

、

計

画
的

な

(山
窪
げ
Φ藁

①
)、

予
謀

に
よ

る

(旭
円①ヨ
①象
鎚
一㊦住
)
殺

人
、

あ

る

い
は
、

放
火
、
強

姦
、
強

盗
、
住

居
侵

入
、
又

は
故
意

の
傷

害

(日
亀
冨
目
)
の
遂

行
中

又

は
そ

れ
ら

の
罪

を

犯
そ

う
と

し
て
行

な
わ

れ
た
殺

人

は
第

一
級
謀

殺

で
あ

る
。

そ

の
他

の
謀

殺

は
第

二
級

で
あ

る
」

と
規
定

し

て

い
た
。

そ

し
て
、

被
告

人

に
は
、
犯
行

に

つ

い
て
考

慮

す

る
相

当

な
時

間
が

あ

り
、
そ

こ
か
ら

犯
行

は
計
画

的
な
、

予
謀

に

よ
る
も

の
と
す

る

こ
と
も

で
き

た

の
で
あ

る
。

ま
た
、

犯
行

は
ま

さ

に
、
待

ち

伏

せ

(蔵
お

ぎ

蓄

5

で
行

な
わ

れ

た

の
で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

そ

こ
で
す

で

に
第

一
級
謀

殺

と
す

る

こ
と

に
問
題

は
な

い
よ
う

に
も
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思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ぎ

甑

判
決

は
、
第

一
級
謀
殺
と
第
二
級
謀
殺

の
相
違

は
犯
行

の
性
質
だ
け
で
は
な
く
、
行
為
者

の
人

(36

)

格

的

邪
悪

さ

(宮
富
§
鋤
=
億
む
ぎ

αΦ
)

の
程
度

に

よ
る
と

し
た
。

そ

し
て
、
被

告

人

は
善

と
悪

の
違

い
を
知

っ
て

い
た

し
、

企
図

し
た

犯
行

が

悪

い
こ
と
も
知

っ
て

い
た
が
、
十
分

に
成

熟

し

て
お
ら
ず

、
精

神

的

に
完

全

に
健

常

で
は
な

か

っ
た

の
で

「
行
為

と
そ

の
結

果

に

つ
い

て

理
解

し
、
省
察
を
し
た
程
度
、
悪

の
自
覚

の
程
度
は
-

道
徳
的
邪
悪
さ

(葺
量

貯琶
①)
と
堕
落

(紆
℃
冨
く
ξ
)
の
程
度

の
評
価
上
重
要
な

の
で

(37

)

あ
る
が
I
l
実
質
的

に
不
明
瞭

で
人
格
か
ら
離
れ
た
も

の

(舞

碧
げ巴
)
と
思
わ
れ
る
」
。

「
殺
人

の
意
図
を

い
だ
く

の
に
必
要
な
思
考

の
程

(38

)

度
よ
り
以
上

の
行
為

の
性
質
に
つ
い
て

の
理
解
と
理
解
力
が
第

一
級
謀
殺
と
す
る

の
に
必
要
と
な
る
」
。
「
被
告
人
が
熟
慮
し
て

(B
象
謹
晋

)

意
味
深
長
に

(冒
§

冨
ξ

)
犯
行
の
重
大
性
に
つ
い
て
省
察
で
き
た
趣

」
を
考
轡

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
紮

・

芝
o
田

判
決

は
予
謀
に
単
な
る
犯
行

の
計
画
を
超
え
て
、
犯
行
を
熟
慮

し
、

犯
行
が
道
徳
的

に
悪

で
あ

る
こ
と

に
つ
い
て
理
解
す
る
能

力

を
要
求
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

マ
ッ
ク
ノ
ー
ト

ン

・
ル
!

ル
の
下
で
は
責
任
能
力
あ
り
と
さ
れ
る
精
神
状
態
を
刑
を
減
軽
す
る
方
向

で

積
極
的

に
評
価

し
よ
う
と
し
た

の
で
あ

る
。
≦
。
甑

判
決
は
、
自
由
に
は
程
度
が
あ
り
、

し
た
が

っ
て
、
責
任

に
は
程
度
が
あ
る
と
い
う

(
41
)

考
え
方
を
基
礎

に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

(
42

)

そ

の
後
も
、

犯
行
を
計
画
す
る
能
力
が
あ

っ
て
も
、
予
謀

の
能
力
は
な

い
と
し
て

堵
。
峯

判
決

の
文
言

を
繰

り

返
す
判
決
、
あ
る

い

は
、
両
親
の
殺
害
ξ

い
て
種
々
の
理
由
を
比
較
衡
量
す
る
能
力
に
欠
け
る
の
で
第
二
級
謀
殺
に
し
か
な
ら
な
い
と
す
る
靴
饗

現
わ
れ

た
。

こ
れ
ら

の
判

決

も
、

マ
ッ
ク

ノ
ー

ト

ソ

・
ル
ー

ル
の
下

で
は
責
任
能

力
あ

り

と
さ
れ

る
被
告

人

に

つ
い
て
、

限
定

能
力

の
理
論

に

よ

っ
て
、

な

お
刑
事

責
任

を
軽

減
す

る
方

向

か
ら
、

そ

の
精

神

病

や
精

神
障
害

を
考

慮

し

よ
う
と
す

る
も

の
で
あ

る
。

芝

Φ目
。。
判

決

は
限
定

能
力

の
理
論

を

な

お

メ
ソ

ス

・
リ

ァ

の
理
論

に
よ

っ
て
基

礎

づ
け

て

い
る

か

の
よ
う

な
表
現

を
用

い
、

ま

た
、
予

謀

に

つ

い
て
も

単

に
犯
行

を
計
画

す

る
能
力

が
あ

れ
ば

よ

い
と

し
て

い
る

よ
う

に
解

さ
れ

た
。

こ
れ

に
対

し

て
、
芝

o
屡

判
決

と
そ
れ

に

従

う

一
連

の
判

決

は
、

限
定
能

力

を

メ

ソ

ス

・
リ

ァ

の
理
論

か
ら

で

は
な

く
、

ま

さ

に
、

限
定

責
任

能

力

の
理
論

か
ら
把

握

し

た
も

の
と

(131}131



い
え

よ

う
。

処

罰

す

る

、

こ
ろ

か

ら

、

と
く

に
、
特
殊
犯
意

に
つ
い
て
も
、
特
殊
犯
意
を
形
成
す
る
能
力
を
問
う
の
で
は
な
く
、
特
殊
犯
意

に
よ
る
罪
と
し
て
重
く

た
と
え
ば
、
第

一
級
謀
殺
罪
と
し
て
重
く
処
罰
す
る
の
に
適

し
た
精
神
的
能
力
、
犯
行

に
つ
い
て
省
察
す

る
能
力
を
問
う
と

(44
)

そ

の
よ
う

に
言

い
う

る

の
で
あ

る
。

132r3a

二

芝
。
顕

判
決
が
被
告
人

の
善
悪

の
判
断
能
力

の
程
度
を
考
慮

し
て
、
責
任

に
も
程
度
を
付

し
う
る
と
し
た
点
を
積
極
的

に
評
価
す

る
見
解
も
あ
る
。

ア
ソ

・
フ
ィ
ソ
ガ

レ
ッ
テ

・
ハ
ッ
セ
は
、
被
告
人
が
計
画
的
犯
行
を
行
な

っ
た
と
き
で
も
、
そ

の
動
機
が
奇
妙
で
、
陪
審
員
が
、
本
当

は
被
告
人
は
行
為

の
善
悪

の
判
断
が

で
き
な
か

っ
た
と
確
信
す

る
よ
う
な
と
き

は
、
責
任
評
価
も
そ
れ

に
合
致
さ
せ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
そ

の

(
45

)

意
味

で

窯
。
緊

判
決
は
非
常

に
重
要
だ
と
す
る
。

そ
し
て
、
陪
審
員
に
対

す
る
説
示

に
お

い
て
も
、
限
定
能
力

が

第

一
級
謀
殺

の
本
質

的
要
素

で
あ

る
犯
意
に
ど
の
よ
う
に
影
響

し
た
か
を
考
慮

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く

「
被
告
人
が
犯
行

の
計
画

に
費

し
た
時
間

に
関
係
な
く
、
被
告
人
が
犯
行
が
道
徳
的

に
悪

い
こ
と
を
理
解

(巷
嘆
Φ。禦
①
)
す

る
こ
と
が
で
き

た

か
否
か
、
行
為

の
悪

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
た
か
否
か
、
堕
落
し
た
人
間
と

い
え
る
か
、
行
為

の
道
徳
的
意
味

に

つ
い
て
熟
慮
し
て
意
味
深
長

に
予
謀
、
計

画
で
き

た
か
否
か
に
つ
い
て
合
理
的
な
疑

い
が
生
じ
る
程

に
被
告
人

の
精
神
的
能
力
が
限
定

さ
れ
て

い
た
と
き
は
、
第

一
級

の
故
意

の
、

(46

)

予
謀

の
あ

る
計

画
的

な
謀
殺

と

で
き

な

い
」

こ
と
も

説

示

し
な
け
れ
ぽ

な

ら

な

い
と
す

る
。

さ
ら

に
、

ヘ
ル
ベ

ル

ト

・
フ

ィ

ソ

ガ

レ

ッ

テ
は
、

謀

殺

と
す

る

に
必
要

な

道
徳

的
悪

性

(§

冨
=
霞
貰
民
Φ)
を
示

す

た

め

の
行

為

の
意

味

に

つ

い
て

「
熟
慮

し
て
意
味

深
長

に
省
察

す

る
」

理

性
力

は
な

い
が
、

あ

る
程

度
把

握
す

る
能

力

は
あ

る
と

い
う
場
合

が
あ

り
、
精

神

障
害

者

の
責

任

を
決

め
る
際

に

こ
れ
を

考
慮

す

べ
き

で
あ

る
と
為

・

そ

し

て
・

ヘ
ル
ベ

ル
ト

・
フ

ィ

ソ
ガ

レ
ッ
テ

は
、

こ

の
理
性
力

の
欠
如

の
有
無

・
程
度

に
よ

っ
て
、

英
米
法

上

 は
従
来

、

個

々
的

に
扱

わ

れ

て
き

た
責

任
無

能
力

、

限
定
責

任

能
力
、

酩

酊
、

不
随

意
行

動

(国自
仲OH口餌鼠
◎o旨
)
を
統

一
的

に
説

明
し

よ
う

と



(娼
)

す

る
の
で
あ

る
。

ま
た
、
♂<
o
屡

判
決
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
、
限
定
能
力

は
、
被
告
人

に
そ

の
特
殊
犯
意
を
要
件

と
す
る
犯
罪

の
刑
を
受
け
る

に
相
当
な
能
力
が
あ

る
か
否
か
と

い
う
見
地
か
ら
判
断
す
べ
き

だ
と
い
う
主
張
も
あ

る
。

こ
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
限
定
能
力
は
精
神
医
学

者

の
証

言
を
基
礎

に
し
て
、
刑

に
よ
る
威
嚇
を
受
け
う
る
能
力
、
行
為

に
対
す
る
社
会
的
非
難
を
理
解
す

る
能
力
、
精
神
障
害
が
家
族
関

係
等
の
特
殊
な

一
回
的
関
係
か
ら
生
じ
て

い
て
、
犯
行
を
反
復
す

る
可
能
性
が
な

い
と
い
い
う
る
か
否
か
と
い
う
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
る

(
49
)

の
で
あ

る
。

責任能力と故意

三

限
定
能
力

の
理
論
が

♂<
o
環

判
決

で
示
さ
れ
た
よ
う
な
限
定
責
任
能
力

の
採
用
を
意
味

す

る

と
す
れ
ば
、

は
た
し
て
そ

の
よ
う

な
こ
と
が
判
例
に
よ

っ
て
で
き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
実
体
法

の
重
大
な
変
更

に
な
る

の
で
立
法
が
必
要
と
な

る
の
か
と

い
う
問
題
が
生
じ

(
50
)

る
。

ま

た
、

判
例

で
限
定

責

任
能
力

を
採
用

す

る
と

す
れ
ば
、

英

米
法

上

の
他

の
責
任

阻

却
事

由
、

た

と
え
ば
強

制

(o
霞
⑦。。。。)
に

つ
い
て

(
51
)

は
な
ぜ

強

制

の
強

さ

に
よ

っ
て
責
任

に
程
度

を

つ
け

な
く

て

よ

い
の
か
も

問

題

に
な

ろ
う
。

さ
ら

に
、

メ
ソ
ス

・
リ

ァ

の
名

の
下

で
限
定

(
52
)

責
任
能
力
を
考
慮
す

る
と
す
れ
ば
、
陪
審
員
が
混
乱
す
る
と

い
う
懸
念
も
あ
る
。

こ
う
し
て
、
結
局
に
お

い
て
、

一
九
八
二
年

の
立
法

に

よ

っ
て
、
芝

o
年

判
決

は
否
定

さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

ヵ
リ
フ

ォ
ル

胴闘
ア
州
刑
法

一
八
九
条

は

「
殺
人
が
計
画
的
な
予
謀

に
よ
る
も

の
で

あ

っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
の
に
、
被
告
人
が
犯
行

の
重
大
性
に
つ
い
て
熟
慮

し
て
、
意
味
深
長

に
省
察

し
た
こ
と
を
証
明
す

る
必
要
は
な

(
53
)

い
」

と
し
た
の
で
あ

る
。

以
上

の
こ
と
は
、

ヵ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ァ
州
あ

る
い
は
英
米
法
自
体

の
問
題

で
あ

る
が
、

さ
ら

に
、

わ
が
国
に
お
け
る
責
任
能
力
と
故
意

の

関
係
を
考
え
る
と
き

に
も
、
≦

o
田

判
決

に
示
さ
れ
た
よ
う
な
限
定
能
力

の
理
論

は
あ
ま
り
意
義
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
わ
が
国

の

刑
法
三
九
条

二
項
は

「
心
神
耗
弱
者

ノ
行
為

ハ
其
刑

ヲ
減
軽

ス
」
と
し
て
限
定
責
任
能
力
を
規
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
平
野
教
授

の

(133)133



限
定
能
力

に
対
す
る
批
判
、

つ
ま
り

「
こ
れ

は
限
定
責
任
能
力
と

い
う
制
度

の
な

い
英
米
法

で
精
神

に
あ
る
程
度

の
障
害
が
あ

る
場
合
、

(54
)

謀
殺

の
刑

(と
く
に
死
刑
)
を
減
軽
す

る
た
め

の
技
巧
的
な
方
法

で
あ

り
、
妥
当
な
も

の
で

は

な

い
」
と
す

る
批
判
は
、

ま
さ

に

芝

。
田

判
決

の

い
う
意
味
で

の
限
定
能
力

の
理
論

に
妥
当
す
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
お
、
限
定
能
力

の
他

の
意
義
、

つ
ま
り
、

メ
ソ
ス

・
リ
ア
の
理
論
か
ら
限
定
能
力
を
基
礎
づ
け

る
方
向
を
探
ら
な
け
れ
ば

な
ら
施

・

こ
の
よ
う
な
方
向
は
わ
が
国

の
整

田心
と
責
任
能
力

の
関
係
を
考
察
す
る
際

に
も
重
要
な
指
標
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ

る
。
そ

こ
で
次

に
・
妻

ー

判
難

手
掛
り
と
し
て
こ
の
点

ξ

い
て
欝

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
35

)

勺
8

且
Φ

〈
.
♂
<
o
田
り
曾

O
巴
・
bo
α

δ

G陶
'
ω
O
劇

℃
・
bこ
儀

O
巳

(
一
8

劇
y

(
36

)

冠

・
9Q
Φ
劇

即

bQ
阜

算

O
↓
9

(
37
)

罷
.
ω
り
ら

℃

悼
儀

9

㊤
刈
9

(
38

)

冠
・
ω
㊤
恥

℃
.
Dこ
山

9◎
け
り
刈
①
・

(
39

)

冠
.
ω
り
膳
℃
噌
卜Q
畠

馨

Φ
刈
9

(
40

)

≦

。
田

判

決

は

、

種

々

の

殺

人

罪

の

区

別

に

は
、

客

観

的

な

犯

行

態

様

だ

け

で

な

く

、

行

為

者

の
道

徳

的

邪

悪

さ

の

程

度

を

考

慮

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
と

し

た

ホ

ー

ル

ト
判

決

(
℃
8

且
Φ

ぐ
嗣
鵠
。
豆

卜。
㎝

O
鉢

口
窪

切
ρ

笛

ω

℃
.
母

圏

(
一
㊤
障

)
)
、

お

よ

び

、

計

画

的

(紆

匡
幕
甦

δ
ロ
)

な

謀

殺

か

否

か

を

問

う

た

め

に

は

犯

行

の
省

察

の

時

間

で

は

な

く

、

省

察

の

程

度

を

基

準

と

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

す

る

ト

!

マ

ス
判

決

(℃
8
暑

く
』

ぎ

暴

即

・。
㎝

2

.
・。
師

。。
。。
ρ

ま

℃
・
・。
ミ

(
謹

㎝
)
)
を

引

用

し

て

い

る

。

(
41

)

留

①

9

ヨ
ヨ
霧

r

>

寄

巳
。。
ゲ
ヨ
2

什
力
註

8

巴
Φ

{o
H
O
冒

一乱
。。
げ
Φ
匹

9

鳴

。
一停ざ

一
Q。

d
b

・
ピ
》

・
ピ
薗
賃

口
①
<
貯
毛

㎝
9

・
綬

の
占

雪

(
一
〇
コ

)
・

(
42

)

「
8

且
Φ

〈
・
O
o
巴

Φ
。
頁

留

9

ピ

b。
α

。。
㎝
ρ

爵

ω

即

N
匹

ミ

メ

㎝
①

O
鋒

男
讐
急

b。
㎝

(
一
㊤
9

)
"
℃
8

且
Φ
質

≧

。
9
帥
量

9

0
国
巨

毘

c。
α
ρ

お

。。

"

b。
α

刈
Q。
S

♂

O
帥
ド

閃
℃
辞
.

φ
ω
窃

(
一
り
α
刈
)
・

(
43

)

勺
8

昆
①

く
・
しd
器
し・
①
ヰ
噂
①
㊤

O
o
ピ

bo
匹

這

炉

魔

ω

即

いo
匹

ミ

8

刈
O

O
葬

男
づ
9

一
〇
ω

(
一
8

Q。
)
・

(
44

)

も

っ
と

も

、
そ

の

後

再

び

、
特

殊

犯

意

を

形

成

す

る
能

力

を

問

う

判

決

も

現

わ

れ

、

妻

。
罎

判

決

の
意

義

は
多

少

不

明

確

に

な

っ
て

し

ま

っ
た

。

圃ロ
.
。
内
①
ヨ
宰

一
〇
四
一

。。
窪

一
⑩
ρ

劇
8

℃
・
謡

劇
Q。
一
り
Q。
一

9

一、
図
℃
茸

α
O
り

(
一
〇
8

)
一
℃
8

覧
o

～

ω
マ
訂

ヨ
リ
刈

O
巴
・
象

コ

ρ

縣
ゆ
刈

℃
・
卜。
伽

=

b。
一
Ψ

一
〇
b。

O
巴
・
切
官

瞬
・
ω
○。
㎝

(
一
雪

b。
)
・

他

方

で

、

抗

拒

不

能

の
衝

動

(貯

Φ
。。
匹

筐

Φ

ぼ

℃
巳
mΦ
)

は

責

任

能

力

に
対

す

る
抗

弁

と

は

な

ら

な

い

が

、

限

定

能

力

の

証

拠

と

し

て

は

用

い

う

る

と

い
う

判

示

は

限

定

能

力

の

理

論

を

限

定

責

任

能

力

の

理

論

か

ら

墓

礎

づ

け

よ

う

と

す

る

方

向

か

ら

の

も

の

と

い

い

う

る

が

(抗

拒

不

能

の

衝

動

が

な

ぜ

特

殊

犯

意

を

否

定

す

る

の

か

明

i34(134)



ら

か

で

は

な

い

の

で

)
、

こ

の

よ

う

な

判

示

も

そ

の
後

も

し
ば

し

ば

見

ら

れ

る

。

℃
8

冨
o

タ

乞
o
p
貫

㎝
O
儲。
ド

。。
α
劇
①
㊤
・
恥
Q。
↓
℃
』

畠

一
〇
〇
P

霧

O
群

菊
"
窪

駐

一

(
一
り
譲

)
"

℃
8

覧
φ

質

O
き

g

一r

。。

9

憎

雛

零

b。
曽㎝
9

勺
甲
這

墨

一
霧

9

ピ

閃
冥
野

δ

b。

(
一
⑩
認

)
・
匂0
8

℃
8

嘗
①

～

O
。
閉
冨

詳

㎝
一
9

ド

b。
鄭

誠

9

ω
器

"

b。
鎚

お

心。

(
一
⑩
㎝
O
)
・

(
45

)

〉
寡

霊
轟

群。
範

8

寓
窃
。・P

内
8

嘗
轟

≦

三
鴫

ぎ

ヨ

匪
①

0
8

雛

O
加
一警

ヨ

猷
.。。

O
ぎ

三

路

a

9

零

。
ξ

9

旨
8
唱
計

8

0
巴

ピ
・
寄

〈
・

巴

自

・

一
〇
㎝
ω

(
一
竃

N
ソ

(
46

)

剛偶

葺

一
α
課

点

①
㎝
伊

(
47

)

}
ζ

審

ぽ

閃
陶品

。。
琵

5

0
ぎ

凶昌
蕗

a

竃
①
導
巴

9

窟

。
ξ

簿
辱・

騨
9

睡巨

邑

ピ
署

o
・
{霧

炉

・。
刈

竃

・ピ
.
幻
睾

・。
興

暮

・。
謹

歯

刈
α

(
6

刈
劇
)
・
な

お
、

彼

は

、

イ

ギ

リ

ス
の

瓢
。
巳

〔
凱
①

>
9

(
お

㎝
O
)

の

い

わ

ゆ

る

象
ヨ
試

ω
冨

鳥

同
窃
陽

叫邑

甑
一一¢

が

死

刑

適

用

を

避

け

る

た

め

の
宥

恕

事

由

と

し

て
考

え

ら

れ

て

き

た

こ

と

に

対

し

、

こ

れ

を

本

文

で
述

べ

た

よ

う

な

象
雪
三

。・冨

山

B

招

鼻

鴫

の

理

論

か

ら

再

構

成

す

べ

き

だ

と

す

る
。

(
48

)

葬

彗

卜⇔
お

歯

誤

引
甲
糊臼
幕

#

団
卿轟

鍍
隻

Φ

雪

備

訪
弓

国

屋

碧
o
幕

コ鵡
器
貫

ω葛

溝

8

8

一
鴇
9
仲

=

8

(
49

)

○
Φ
露
管
霞

計

。。后

鵠

ロ
0
8

と

"
9

宅

㌣

竃

9

(
50

)

竃
o
H
器
鴇
。噂
賃
"
筐

口
0
8

倉

9

8

(
51
)

置
・
9

謹

1
も。
㎝
.

(
52

)

O
凶き

評

回
9

9
0
αq
}旦

諺
冨

o
搬
ヨ
農

ξ

霧

帥

団
器

。
H

ぎ

O
「
。。
岳
ロ
㈹

ρ

ぎ

ぎ
巴

=

帥
竃

ξ

榊
〇
一巳

乱
。。
ゲ
&

9

B

。
ξ

聯
U
宮

冒

闘野

a

幻
霞

勇

臥
匹

ぜ

鴇

睾

山

昏
⇔

=

犀
ρ

8

昏
o

甘

昌
瓢
巴

o
{
0
瓢
ヨ
ぎ
9
一
『
炉。
瀬

O
ユ
ヨ
ぎ
9
0
αq
嘱

国
巳

一ゴ
Φ

勺
9
錺

o
巴

Qり
9
雪

8

ω
H
ω
陣
QQ
bこ
o。
山

ω
劇

(
一
リ
コ

)
・

(
53
)

こ

の
条

文

は

ま

さ

に

芝

。
銀

判

決

の
文

言

を

否

定

し

て

い

る

。

さ

ら

に
、

悪

意

(
目
帥
一一8
)

の
解

釈

に

つ

い

て

も

、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

刑

法

一
八

八

条

は

、

社

会

を

統

制

す

る

法

の
範

囲

内

で

行

動

す

る

と

い

う

義

務

の

認

識

も

、

そ

の

よ

う

な

認

識

に

も

か

か

わ

ら

ず

違

法

行

為

に

出

た

と

い

う

こ

と

も

、

悪

意

(ヨ
騨
一ゆ8

)

に
含

ま

れ

な

い

と

し

た

。

(
54
)

平

野

龍

一

・
刑

法

総

論

∬

(
昭

和

五

五

年

)

二

八

八

頁

。

(
55

)

な

お

、

メ

ン

ス

・
リ

ア

理

論

と

限

定

責

任

能

力

の

不

可

分

性

を

説

く

も

の

と

し

て

〉
掃
器

一飼

↓
冨

O
巨

即巳
鴇

¢
脳

b
悌
窟

鼻

望

弾
民

O
冒

一巴
玲

&

閃
$
宕

ロ
切
凶げ
…一芽

O
鳳
魯

器
"
月
零
o

O
匪
配
冨
師

o
{

p

O
8

日
巴

竃

髄
旨
壁
㈹
ρ

ミ

O
o
7
毯

、
劉

幻
零

.
Q◎
N
評

QQ
ω
一

(
お

刈
刈
)
・

(
56
)

勺
8

覧
Φ

質

芝

9
白
o
Hρ

bo
bΩ

O
典

ω
鮎

◎。
冨

噂
α
o◎
ω

℃
・
卜o
傷

一
ω
O
c。
踊
一
お

O
巴
・
図
娼
嘗

卜ρ
α
α

(
一
欝

Q。
)
.

責任能力と故意

三

≦

o
巨

。
H
①

判

決

と

メ

ン

ス

・
リ

ア

理

論

絢(

(
57

)

一

≦

①言

o
鴇

判
決

の
事
実

の
概
要

は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。
被
告
人
は

「
窃
盗
又

は
重
罪
を
犯
す
意
図
」、

つ
ま
り
特
殊
犯
意

を
要

鵬

件
と
す
る
住
居
侵

入
罪

(宮
軽
鎖q
)
で
起
訴
さ
れ
た
。
被
告
人

に
は
少
な
く
と
も

一
〇
回

の
精
神
病
院

の
入
院
歴
が
あ

る
。
最
後

の
入
院



の
後
、

退
院

し

て
も

行

く
所
も

な
く

、
医
師

の
証

言

に

ょ
れ
ぽ
、
被
告

人

は
財
産

を

「
所
有
」
し
て

お
り
、
被
害

者

の
ア

パ
ー

ト
に

「
向
け

ら

れ
て

い
る
」

と
信

じ

て

い
た
。

そ

し

て
、
鍵

の
か

か

っ
て

い
な

い
ア

パ
ー

ト
を
見

つ
け

た
と
き
、

そ

の
ア

パ
ー

ト
は
自

分

の
ア

パ
ー
ト

(
58

)

だ

と
思

い
、

中

に
入

っ
て
模
様
替

え

を

し
、
被
害

者

の
服

を
着

た
。

被
害

者

の
証

言

に

よ
れ
ば
、

被
害

者
が

ア

パ
1
ト

に
帰

っ
て
ぎ

た
と

(
59

)

き
、

被
告

人

は
被
害
者

の
服

を
着

て
、
料

理
を

し

て

い
た
。

し

か
し
、

時

計

や

ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
!
ド
が
紛

失

し

て

い
た
。
弁

護

人

は
、

被

告

人

は
、

ア

パ

ー
ト
と
そ

こ
に
あ

る
物

は
自

分

の
物

で
あ

る
と

い
う

妄
想

の
下

で

ア
パ

ー
ト

に
入

っ
た

の
で
あ

る
か
ら
、
住

居
侵

入
罪

の

「
窃

盗

又

は
重

罪

を
犯

す
意

図
」

に
欠

け

る
と
主

張

し
た
。

し
か

し
、

第

一
審

は

「
も

し
、

特
殊

犯
意

の
形
成

を
妨

げ

る
被
告

人

の
精

神

的

能
力
が

責
任

無

能
力

と

さ
れ

る

よ
う
な
も

の
で
あ

る
な

ら
」

そ

の
精

神
状

態

は

「
限

定
能

力

に

よ
る
特
殊

犯
意

の
否
定

に
関

し

て

は
許

容

で
き

な

い
」

と

し
た
。

そ

し
て
、

住
居
侵

入
罪

と
し

て
有
罪

と

し
た
が
、

マ

ッ
ク
ノ
ー

ト

ソ

・
ル
ー

ル
の
下

で
は
被
告

人

は
責
任
無

能

(60

)

(
61
)

力

で
あ

っ
た
と

し
た
。

こ

の
第

一
審

の
判

断

は
、

い
う
ま

で
も

な
く
、

♂<
①房

判

決

の
傍

論

に
よ

っ
て

い
る
。

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ァ
州
最

高

裁

は
第

一
審
判
決

を

破
棄

差

し
戻

し
た
。

そ

の
理

由
中
、

メ
ソ
ス

・
リ
ア

の
理
論

か
ら

し
て
重
要

だ

と
思

わ

れ

る
の

は
次

の
二
点

で
あ

る
。

第

一
は
、
芝

亀

。。
判

決
が

「
責

任
無

能
力

の
故

に
」

限
定

能

力
と

な

り
、

特
殊

犯
意

が
欠

け

る

よ
う
な

場
合

に
は
、

そ

の
精

神
状
態

に

(62

)

つ
い
て
の
証
拠
は
許
容
で
き
な

い
と
し
て

い
た

の
に
対

し
て
、
そ

の
よ
う
な
証
拠
も
許
容
で
き

る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ

の
理
由
は
、

「
責
任
無
能
力

の
故

に
」
限
定
能
力

と
な
る
と

い
う

の
で
は
な
く
、
責
任
無
能
力

も

限
定
能
力

も

被
告
人
の
精
神
状
態

に
つ
い
て
の
証
拠

か
ら
導
か
れ
る
法
的
結
論

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ

の
証
拠
が
特
殊
犯
意

に
欠
け
る
こ
と
を
示
す
な
ら
ば
、
責
任
無
能
力
を
も
示
し
う

(
63
)

る
と

い
う
理
由
だ
け
で
、
有
罪
か
否

か
の
審
理
の
段
階
で
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と

い
う
点
に
あ
る
。
州
は
犯
罪

の
す
べ
て
の
要
素

に
(
64

)

つ
い
て
挙
証
責
任
を
負

っ
て
い
る

の
で
あ

り
、
被
告
人
が
証
拠
を
提
出
す
る
権
利

は
論
理
的

に
も
憲
法
的

に
も
否
定
で
き
な

い
の
で
あ

る
。

さ
ら
に
、
実
際

上
も
、
た
と
え
ば

芝
o
緊

判
決
で
は
、
責
任
無
能
力
を
証
明
す

る
た
め
に
提

出
さ

れ

た
証
拠
を
限
定
能
力

の
証
明

に

136(r36}



使

っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
証
拠

に
よ

っ
て
限
定
能
力
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
の
他

の
判
決
か
ら
も
、
芝
亀
。。
判
決

の
い
う
責
任
無
能
力
を
示

す

よ
う
な
証
拠

と
限
定
能
力
を
証
明
す
る
よ
う
な
証
拠

の
区
別
は
不
可
能

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
た
が

っ
て
、
芝
。
房

判
決

の
こ
の

部
分

は
誤
ま
り
で
あ
り
、
限
定
能
力

に
関
す

る
証
拠
は
そ
れ
が
責
任
無
能
力
を
も
証
明
し
う
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
否
か

に
か
か
わ
り

(65

)

な
く
、
有
罪

か
否
か
の
審
理
に
お

い
て
許
容
さ
れ
る
と
し
た
。

第
二
は
、
検
察
官
は
、
限
定
能
力

の
理
論
は
特
殊
犯
意

を
要
素
と
す
る
犯
罪
が
そ

の
中
に
特
殊
犯
意
を
要
素

と
し
な

い
軽

い
犯
罪
を
含

ん
で

い
る
と
き
、
す
な
わ
ち
、
特
殊
犯
意
が
欠
け
る
た

め
に
そ

の
犯
罪
で
は
有
罪
と
で
き
な
く
て
も
軽

い
犯
罪

で
有
罪

と
で
き
る
場
合

に

限

っ
て
用

い
る
こ
と
が
で
ぎ
、
本
件

の
住
居
侵
入
罪

の
よ
う

に
軽

い
犯
罪
を
含
ま
な

い
場
合

に
は
限
定
能
力

の
理
論
は
使
え
な

い
と
し
た

の
に
対
し
て
、

こ
れ
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
本
判
決

に
よ
れ
ば
、
精
神
障
害

の
故
に
特
殊
犯
意
を
欠
く

の
で
あ
れ
ば
そ

の
犯
罪
を
犯

し
た
と
は

い
・兄
な

い
の
で
あ

り
、
そ

の
こ
と
は
そ

の
犯
罪
が
軽

い
犯
罪
を
含

ん
で
い
る
か
否
か
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
な

い
。
検
察
官
は
犯

罪

の
す
べ
て
の
要
素

に
つ
い
て
合
理
的
な
疑

い
を

い
れ
な

い
程
度

に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
単
に
被
告
人

の
有
す

る
証

拠
が
提
出
さ
れ
る
と
全
く
の
無
罪

に
な
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
被
告
人

の
証
拠
提
出
権
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
し
煙
・

責任能力と故意

二

右

の
理

由
づ
け

か
ら
す

る
と
、
芝

Φ9

0
話

判
決

は

霜

o
年

判
決

と

異
な

っ
て
、

限

定
能

力

を

メ

ソ

ス

・
リ

ア
の
理
論

か
ら
基

礎

づ

け

て
い
る
と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う
。

責

任

無
能

力

又

は
限
定

責
任

能
力

は
、

そ

の
他

の
犯
罪

の
要

素

が
充

足
さ
れ

て

い
て
も
、

精
神

障
害

に
よ

っ
て
弁

別
能

力

又
は
制
御

能

力

に
欠

け

る
揚

合

に
は
行

為
者

に
刑

事
責

任

を
科

す

こ
と
が

不
適

切
又

は
不
正

義

で
あ

り
、

あ

る

い
は
、
著

し
く
そ

れ
ら

の
能
力

に
欠

け

る
揚

合

に
も

重

い
刑

を
科

す

こ
と
が

不
適

切

又

は
不
正
義

で
あ

る

こ
と

を
認

め
る
制
度

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し
て
、
芝

①
ぎ

o
器

判
決

に
よ
れ
ば
、

限

定
能

力

は
、

被
告

人

は
そ

の
犯
罪

に
必
要
な
精

神

的
要

素

を

も

っ
て

罪

を
犯

し

た
場

合

に

の
み
そ

の
犯
罪

で
有
罪

と
さ

れ

る
と

い
う
も

の
で
、

ま
さ

に

メ

ソ
ス

・
リ

ア

の
理
論

そ

の
も

の
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

厳
密

に
言
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え
ば

限

定
能

力

は
責
任
無

能

力

と
暴

っ
て
、

他

の
犯
罪

の
箋

を
充

足
す

る
行

為

に
対

す

る

抗
弁

(価
.h.・
・,.)
で

議

く

、

犯
罪

の
本

質

的
要

素

で
あ

る

メ

ソ
ス

・
リ

ア
の
証

明

に
関
連

し

て
、

一
定

の
主
観

的

証

拠
を
使

用

し

ょ
う

と
す

る
理
論

な

の
で
あ

る
。

第

一
に
、
芝

Φ
§

o
話

判
決

は
限
定

能

力

の
理
論

を
責

任
無

能
力

を

示

す

証
拠

に
も
適

用

し

た
点

で
、

メ
ソ
ス

・
リ

ア

の
理
論

に
近

づ

い
た

と

い
え

る
。

従
来
、

限

定
能
力

は
、

責
任

無

能

力

の
基

準

に

つ
い
て

マ
ッ
ク
ノ

ー
ト

ソ

.
ル
ー

ル
を
採

用
す

る

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

で
・

右

の
基
準

で

は
責

任
能

力

あ

り
と

せ
ざ

る
を
得

な

い
場
合

に
も
、

な

お
精

神
障
害

や
責
任

能
力

の
程

度

に
対

応
す

る
刑

事
責
任

を

問

　　

い
う

る

よ
う

に
と

の
考

慮

に

よ
る
も

の
と
考

え
ら

れ

る
傾
向
が

あ

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、

責
任

無
能

力

の
基

準
を

よ
り
緩

や

か
な
も

の
と

す

る
場
命

た
と
え
ぽ

ア
ー

カ
法
律
協
会

の
模
範
刑
資

四

.
・

一
条

の
よ
.つ
揃

御
能
力

の
判
断
を
架

(驚

に
弁
別
能
力
又
は

制
御

能
力

の
実

質

的
欠
如

で
十
分

と
す

る
場

合

に
ぱ
、
限

定
能

力

の
理
論

ぱ
不
必
要

と
な

る
と
も
考

、兄
ら
れ

て

い
た
。

そ

し

て
、

ま
さ

に
、

蓼

暮

お

判
決
と
同
日
に
な
さ
れ
ζ

器
閤

判
瀬
)ぱ
・
限
定
能
力
を
右

の
よ
う
な
性
質
を
有
す

べ
き
も

の
と

理
解

し
た
上
で
、
現
在

の

限
定
能
力

の
理
論

の
欠
点
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
限
定
能
力

の
主
張

の
許
容
性

は
精
神
障
害

の
程
度
で
は
な
く
、
起
訴
さ
れ
て

い
る

犯
罪
が
特
殊
犯
意
を
必
要

と
す
る
犯
罪
か
否
か
と

い
う
犯
罪

の
構
造

に
よ

っ
て
決
ま

っ
て
し
ま
う

こ
と
と
、
限
定
能
力
で
軽

い
犯
罪
で
有

罪

と
な
り
そ

の
軽

い
刑

の
執
行
を
終
え
て
釈
放
さ
れ
た
後
、
あ

る

い
は
全

く

の
無
罪

と
な

っ
た

後

の
治

療

の
た
め
の
民
事
収
容

(。一.
臨

8
琶

琶
豊

の
制
度
が
+
分
で
は
な

い
点
で
塩

・
そ

こ
か
ら
、
。
奎

判
決
績

範
刑
法
典
の
責
任
罷

力
の
広
い
華

を
採
用

す
れ
ば
、
混
乱
と
矛
盾

に
陥

っ
て

い
る
限
定
能
力

の
理
論
を
整
え
、
合
理
化

で
き

る
こ
と
を

一
つ
の
重
要
な
根
拠
と
し
て
、
模
範
刑
法
典

の
責
任
罷

力
の
葦

を
播

し
た
の
で
輪

・
し
た
が

っ
て
、
ま

霜

決
の
い
う
よ
う
な
限
定
能
力
は
、
模
範
刑
法
典
の
責
任
無
能

力

の
基

準

の
採
用

後

は

お
そ

ら
く

不

必
要

と

い
う

こ
と

に
な
ろ

う
。

霜

①
冒

。
話

判

決
が

∪
器
甫

判
決

に
も

か

か
わ
ら
ず

限
定

能
力

の

理

論

を
維
持

し
た

こ
と
か
ら
、

や

は
り

詞く
簿
日
o
お

判
決

は
限
定

能
力

を

メ

ソ
ス

・
リ

ァ

の
理
論

か
ら

考

、兄
て

い
た
も

の
と
思

わ
れ

る

の

で

あ

る
。

そ

し
て
、
そ

こ
か
ら

さ
ら

に
、
す

で
に

マ

ッ
ク

ノ
ー
ト

ソ

・
ル
ー

ル
の
下

で
も
責

任
無

能
力

と

さ
れ
た
被

告

人

に

つ

い
て
も

、
す

138(138)



責任能力と故意

な
わ
ち
限
定
責
任
能
力
と
す

る
必
要

の
な

い
被
告
人

に
つ
い
て
も
、
責
任
無
能
力
を
示
す
証
拠
を

メ
ソ
ス

・
リ
ア
の
否
定
に
用

い
る
こ
と

を
許
容

し
た
こ
と
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、
限
定
能
力
を
特
殊
犯
意
を
要
件

と
す

る
犯
罪

に
つ
い
て
の
み
認
め
る
と

い
う
制
限

の
根
拠
は
、
主
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
制

限
を
す
れ
ば
被
告
人

は
な
お
そ

の
罪

に
含
ま
れ

る
軽

い

一
般
犯
意

を
要
件

と
す
る
罪

で
は
有
罪

と
さ
れ
、
完
全

に
無
罪
と
な
る
こ
と
は
な

(
73

)

い
と
い
う
点

に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
実
際

に
は
、
本
件

の
住
居
侵
入
罪

の
よ
う
に
、
特
殊
犯
意

を
要
件
と
す
る
罪
で
あ

っ
て
も
軽

い
罪
を

含
ま
な

い
も

の
も
あ
る
。

そ
し
て
、

メ
ソ
ス

・
リ
ア
の
理
論
か
ら
す

る
な
ら
ば
、
そ

の
よ
う
な
罪

に
つ
い
て
も
限
定
能
力

の
適
用
を
否
定

す

る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
検
察
官
は
、

従
来

の
判
断
で
は
限
定
能
力

の
理
論

に
よ

っ
て
被
告
人
を
全
く

の
無
罪
に
し
た
も

の
は

な

い
と
主
張
し
た
が
、
本
判
決
が
そ
れ
を
排
斥
し
て
、
全
く

の
無
罪
に
な
る
場
合

に
も
限
定
能
力

の
適
用
を
認
め
た

こ
と
は
メ
ソ
ス

・
リ

ア
の
理
論

か
ら

は
非
常

に
意
義
が
あ

る
。

し
か
し
、

そ
う
す

る
と
、
本
判
決
が
限
定
能
力

の
理
論

の
適
用
を
な
お
特
殊
犯
意

を
要
件
と
す
る
犯
罪

に
限
定
し
て
い
る
の
は

一
貫

し

な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
既
述

の
よ
う

に
、
特
殊
犯
意

は

一
般
犯
意
よ
り
複
雑
な
内
容
を
も

つ
が
、
そ
も
そ
も
精
神
障
害

に
よ

っ
て
も
特

(74

)

殊
犯
意
が
欠
け
る
こ
と
は
稀
有
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
稀
有
な
場
合

に
は

一
般
犯
意
が
欠
け
る
こ
と
も
多

い
と
言
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
75
)

こ
の
点

か
ら
す
る
と
、
本
判
決

の
後
、

カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
州
刑
法
二
八
条

を
改
正
す

る

一
九
八
二
年

一
月

一
日
施
行
の
法
律
に
よ

っ
て
、

特
殊
犯
意
と

一
般
犯
意

の
区
別
を
廃
止
し
て
、

二
八
条
㈲

で
す

ぺ
て
の
犯
意

の
否
定

に
つ
い
て
精
神
障
害

の
証
拠
が
許
容
さ
れ
る
よ
う

に

な

っ
た
こ
と
は
評
価
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
致
命
傷

を
負
わ
せ
う

る
凶
器
で
の
暴
行
傷
害

(カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
刑
法
二
四
五
条
)
は

一
般
犯
意

を
要
件

と
す
る
犯
罪

で
あ

る
が
、
右

の
法
律

の
下
で
、
精
神
障
害

の
証
拠
を

一
般
犯
意

の
否
定

に
用

い
る

こ
と
を
認
め
な
か

っ
た
原
判
決

(76

)

を
破

棄

し
た

判
例
も

出

さ
れ

た
。

こ
こ
で

は
、

メ

ソ
ス

・
リ

ア

の
理
論

が
頂

点

に
達

し
た

よ
う

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

そ

の
後
、

検
察

側

(
77
)

の
要
求
を
入
れ
て
、
改
正
が
な
さ
れ
、

一
九
八
三
年

一
月

一
日
施
行

の
法
律
で
は
再
び
特
殊
犯
意
と

一
般
犯
意

の
区
別
が
導
入
さ
れ
て
し
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ま

っ
た

。

(57
)

喝
8
互
Φ
〈
・
≦
卑
ヨ
o
「ρ

のξ
門㊤
き
8

㎝
9

(58
)

写

α
Q。
ω
℃
・
田

鋒

一ω
一
〇
ー
一
ω
一
一・

(
59
)

観
.
9

一
ω
一〇

(60
)

鼠
・
箕

一ω
コ
・

(61
)

唱
8
牲
①
く
.
d
く
Φ房
り
。。鋸
窟
p。
口
o悼o
一↓
・

(
62
)

罷
'
bQ
O
凹
℃
噛
bこ
山
騨

O
㎝
臨

(63
)

勺
8
覧
①
〈
.
窯
Φ
9
0
「P

。。后
「揖
5
0仲Φ
㎝
ρ

鱗
Q。
ω
"

母

舞

一ω
鵠
・

判
決

は
こ
の
結
論
に
関

し
て
、
次

の
補
足
的
理

由
を
あ
げ

て

い
る
。
芝

①穿

判
決

の
い
う
被
告
人

は
意
図
を
持

ち
得
な
か

っ
た
と

い
う
証
拠
と
意
図
が
な
か

っ
た
と
い

う
証
拠
の
区
別

は
不
可
能

だ
と

い
う
点

で
あ

る
。
≦
①
一尻

判
決

は
後
者

の
証
拠
の
み
が
許
容

さ
れ

る
と
し
た
が
、
≦
①静

。話

判
決

は
、
け
o偉
凶。。亀

馳

鵠
9。国⇔
「亀

の
論
文

(前
掲
注
12
)
を
引

用
し
て
、
後
者

の
証
明

に

つ
い
て
は
前
者

の
証
拠
も
関
連
性

・
許
容
性
が
あ

る
と
し
た
。
律

q
。。ω
"

・。
α
.
一ω
δ
・
こ
の
点

に
つ
い
て

は
後

述

す

る
。

(64
)

匡

㎝。。ω
"

・。
伍
鉾

お
一
ρ

さ
ら
に
、
芝

①一『

判
決

に
よ
る
と
、
責
任
無
能
力

を
証
明
す
る
よ
う

な
証
拠
は
責
任
能
力

の
審

理
の
段
階

で
は
じ
め
て
提
出

し
う
る
こ
と

に
な
る
。

し
か
し
、

カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

の
証
拠
法
五
二
二
条
は
責
任
無
能
力
に

つ
い
て
被
告
人

に
挙
証
責
任
を
負

わ
せ
て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
被
告
人

は
、
検
察

官
が
合
理
的
な
疑

い
を
い
れ
な

い
程
度

の
証
明

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
で
右

の
証
拠
を
提

出
で
ぎ
な

い
こ
と
に
な
る
。
本
判
決

は
、

.」
れ
は
、
犯
罪

の
す
べ
て

の
要
素

に
つ
い
て
州
が
合
理
的
な
疑

い
を

い
れ

な
い
程
度

に
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た

竃
巳
ぽ
器
団

質

窯

ま
目
Ψ
鳥

一
d
ピ9

0
G。
衆
お
温
)
…
℃
僧
算
①
『。。。昌
タ

乞
霧

図
。
蒔

お
b。
d
.ω
」

鶏

(一㊤
ミ
)

に
反

し
審
理
違
反
と
な
り
う
る
と
し
て

い
る
。
犀

㎝
。。
ω
℃
.
b。
傷
9

一ω
匡

コ
9
Φ
①
.

(
65

)

鼠
・
㎝
Q。
ω

℃
・
bQ
山

讐

一
ω
お

山

ω
一
ら
・

(
66

)

律

算

一
ω
一
ρ

一
ω
窓

占

ω
一
9

な

お

、

本

判

決

は
全

く

の
無

罪

に

な

っ
た

と

き

の
民

事

収

容

(
9
〈
ロ

8

醤
巳

9

Φ
算

)

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

が

(
p。
沖

一
ω
脹

山

ω
δ

)
、

こ

の
点

に

つ

い

て

は
後

述

す

る
。

(
67
)

O
o
日
ヨ
o
耳

.
。。
ロ
づ
鴇

ロ
0
8

δ

り
暮

謡

◎c

ロ
o
け
o

認

・

(68

)

勺
8

覧
①

質

O
H
霧

冒
N
b。

9

囲

ω
傷

ω
ω
ω
鵠
ω
瞳

切
Q。
。。

雨
・
b。
住

一
ω
一
。。
噂

一
ω
b。
ρ

一
お

9

轡

閑
皿
同・

b。
ヨ

噛

b。
◎。
O

(
一
零

◎。
)
・

(
69
)

ω
聾

①

ぐ
・
ω
霧
。。
ご
葺

鷲

㎝

雫

・。
畠

罐

ω

(
d
富
F

一
り
。。
・。
)

は

、

ユ

タ
州

で

模

範

刑

法

典

の

責

任

無

能

力

の

基

準

を

採

用

し

た

結

果

、

限

定

能

力

の
理

論

は

一
般

犯

意

(σq
自

。
邑

巨

2

け
)

を

要

求

す

る

犯

罪

に
関

す

る

限

り

意

味

が

な

く

な

っ
た

と

す

る

。

(
70

)

男
8

官
o

〈
・
O
器
ヨ

。・
ロ
胃

9。

ロ
9
①

一
一
.
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(
71

)

包

電

㎝
qo
ω

℃
・

臣

碑

一
匂ゆ
bo
Qo
l
一
ω
bo
か

(
27

)

匡

●

9自
紳

一
ω
ho
9

(
73

)

ζ
馨

噂
m受

p

昌
o
ε

♪

暮

旨

1
一
9

(47
)

冠

9・齢
一9

(
75
)

一㊤
Q◎
一
〇
鉱
・
ω
け緯
.
O騨

劇
O
野

も

っ
と
も
、

こ
の
法
律

は
精
神
障
害

の
故

に
犯
意

を
も
ち
え
な
か

っ
た
と

い
う
抗
弁
を
排
斥

し
、

犯
意
が
な
か

っ
た

こ
と
の
み
を
抗
弁

と
し
て
認

め
る
も
の
で
あ

り
・

そ

の
限
り
で
は
限
定
能
力

の
理
論
を
制
限
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
後
述
す
る
。

(
76

)

℃
8
琶
。

～

≦

罫

器
芦

一
お

o
鉢

〉
薯

・

段

・。
一
ω
L

㊤
0

2

・
智

壁

①
騎

(
一⑩
。。
ω
)
・
響

て
8

冨

郵

o
§

島

①
算

一
ω
劇

o
塁

〉
箏

。。
畠

。。
庫
寧

㌍

♪

旦

ω

ど

一
鍵

O
卑

幻
営

同
.

8

劇
`

8

㎝

昌
o
幹o

一

(
お

QQ
bQ
)
・

(
77

)

一
㊤
cQ
臨o

O
巴
峰

o自
雷

r

O
げ
・

co
O
ω
.

四

お

わ

り

に

責任能力と故意

メ
ソ
ス

・
リ
ア

の
理
論

か
ら

す

れ
ば

、

現
行

の
ヵ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ァ
刑
法

二
八
条

の
よ
う

に
、

限
定

能
力

の
適

用
範

囲
を
特

殊

犯
意

を
要

件

と
す

る
犯
罪

に
限
定
す

る

の
は

一
貫

し
な

い
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。

し
か

し
、

と

も

か
く
、

芝

Φ
ぎ

o
器

判
決

が
責
任

無
能

力

を
示

す

証
拠

を
特

殊
犯

意

の
否
定

に
用

い
う

る
と

し
、

さ
ら

に
そ

の
結

果
無

罪

と
な

る
場

合

が
出

て
く

る

こ
と
を

認

め
た
限
り

で

は
、

限
定

能

力

は

メ
ン
ス

・
リ

ア

の
理
論

か
ら

基
礎

づ
け

ら

れ

て

い
る
と

い
え

よ
う
。

そ

こ
で
、
最

後

に
、

右

の

よ
う

に

メ

ン
ス

・
リ

ア

の
理
論

か
ら

限
定

能
力

を
考

え

る
場

合

に
問
題

と
な

る
点

を

い
く

つ
か
あ

げ

て
お
き

た

い
。

第

一
は
、

一
九

八

二
年

七
月

八
日

の

「
被

害

者

の
権

利
章

典
」

(↓
ぎ

≦
。識
墓

¢。
配

9

空
αqぴ
芭

L

と

い
う
立

法

に

よ

っ
て
加

え
ら

れ

た

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

刑
法

二
五
条

㈲

に
関

す

る
。
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す

な
わ

ち
・

精

神
障

害

の
証
拠

は

メ
ソ

ス

・
リ

ァ
を
形

成
す

る
能

力
が

な

か

っ
た
と

い
う
証

明

ξ

い
て
は
許
容

性
が

な

い

(・。げ
.=
.
。帥

げ
①
巴
巨
。・切筐

⑦)
旨

規
定

す

る
。

こ

の
規
定

が
、

メ
ソ
ス

・
リ

ア

の
否
定

に
は

お

よ
そ
精

神

障
害

の
証

拠

は
用

い
・兄
な

い

こ
と

を
意
味
す

る

と
す

れ
ば

・

責

任
無

能
力

は
被

告

人
側

で
証
拠

の
優

越

に
よ

っ
て
証

明

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州
刑
法

二
五

条
㈲

の
下

で

は
・

ま
さ

に
検
察

官

が
挙

証
責
任

を
負

っ
て

い
る
段
階

で
、

防
禦

に
決
定

的

な
証

拠

を
提
出

で
き

な

い
こ
と

に
な

り
、

デ

ュ
ー
プ

ロ
セ

ス
に
反

す

る

こ
と

に
な

謎

・

し

か

し
・
既

述

の
よ
う

に
ヵ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州
刑

法

は

二
八
蕎

で
、

現
実

に

メ

三

・
リ

ア
が

あ

っ
た

か
否
か
ξ

い
て
は
精
神
障
害

の
証
拠

の
許
容
性
を
認

め
て
い
る
。

と
す
る
と
、
被
告
人
は

メ
ン
ス

・
リ
ァ
を
形
成
す
.晶

力
が
な
か

っ

た
と

い
う
点

は
争

え
な

く
な

る
と

し

て
も
、
精

神
障

害

の
故

に

メ

ソ
ス

・
リ

ア
が

な

か

っ
た

こ
と

は
争

え
る

の
で
あ

り
、

必
ず

し

も
デ

ュ

ー
ご

セ
ス
に
反
す

る
と

い
え
な
く
な
る
よ
う

に
も
思
詫

罷
・
そ
し
て
、

メ
三

・
リ
ア
の
理
論
か
ら
限
定
能
力
を
譲

づ
け
る
と
す

れ
ば

、
右

の
改

正
法

の
立
場

が
妥
当

な

よ
う

に
も

思

わ

れ

る
。

な

お
、

白

①
9

0
冨

判

決

は

芝
亀

。。
判
決

を

批

判

し
て
、

メ
ソ
ス

・
リ

ア

を
形
成

し
え
な

か

っ
た

こ
と
を

証
明

す

る

証

拠

は
、

メ

ソ
ス

・
リ
ァ
が

な

か

っ
た

こ
と

の

証
明

に

つ

い
て
関
連

性

(鴨.
一.
<
餌
ロ
辟)

と
許
.容

性

(善

蓬

①
)
が

輪

と

し
た
・

薯」
れ

に
対

し

て
、

改

正

法

の
下

で

は
、

単

に

メ
三

・
リ
ァ

を

形

成

で

き

な
か

っ
た

こ
と
を

証
明

す

る
証
拠

は
用

い
え

な

い
こ
と

に
な

ろ
う
。

但

し
、

妻

妻

Φ

は
精
神

異
常

の
故

に
自
分

の
住

居

.
財

産

と
誤
信

し

た

の

で
あ

り
、

精

神
障
害

の
証
拠

は
・

改
正

法

の
下

で
も

メ

ソ
ス

・
リ

ァ
が

な

か

っ
た

こ
と

を

証
明
す

る
も

の
と
し

て
許
容
性

を
認

め
ら

れ

る
も

の
と

い
、兄

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
施

・

第

二

に
・
精

神

障
害

者
が

限
定

能
力

に
よ

っ
て
無

罪

と
な

っ
た
場
合
、

治

療
等

の
措

置

は
ど
う

な

る

の
で
あ

ろ
う

か
。

ヵ
リ
フ

ォ
ル

ニ

ア
州

の
場

合
、

刑
法

一
〇

二
六
条

、

一
〇

二
六
条
㈱

に
よ

っ
て
、

責
任

無
能

力

で
無
罪

と
な

っ
た
被

告

人
に

つ
い
て

は
、

裁

判
官

が
、

ヵ

ウ

ソ
テ

ィ
の
精

神
衛

生
局

長

に
被
告

人

の
精
神

状
態

に

つ

い
て

の
評
価

と
適

当

な
措

置

に

つ
い
て

の
書
面

で

の
リ

コ
メ

ソ
デ

ー

シ

ョ
ソ
を

命

じ
、

こ
れ

に
基

づ

い
て
精
神

病

院

へ
の
入
院

又

は
外

来

治
療

を
命

じ

る
。

期

間

は
精

神
障

害
が

治
癒

し
た
と
裁

判
所
が

認

め

る
ま

で
で

Z4?(142)



責任能力 と故意

あ

る
が
、
九
〇
日
た
て
ば
被
告
人
は
そ

の
点

に
つ
い
て
の
審
理
を
申
請
で
き
る
。

し
か
し
、

そ
の
審
理

の
後
は

一
年
を
経
過

し
な
け
れ
ば

再
度

の
申
講
は
で
き
な

い
、
な
お
、
期
間

に
つ
い
て
は
、
責
任
能
力
が
あ

っ
た
な
ら
受
け
た
で
あ

ろ
う
刑
期
を
越
え
て
は
な
ら
な

い
と
し

(82

)

て
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州
最
高

裁

の
判
例

が
制

限

を
加

え

て

い
る
。

し

か
し
、

こ
れ

ら

の
規

定

は
限
定

能
力

に
よ

っ
て
無
罪

と
な

る
者

に

は
適
用

さ

れ
な

い
。

こ
れ

に
対

し
て
、
福

祉

と
施

設

に
関
す

る
法
律

(譲
①
証
掃

鋤
鼠

露

曄
鼠

。話

O
。瓢
①)

の

一
部

で
あ

る

ピ
御
韓
①
§

き

弛
韓
蔚

-Qっ
ゴ
o
唖け
>
9

は

「精

神

障
害

に

よ

っ
て
、

他

人

又

は
自
分

自
身

に
と

っ
て
危

険

で
あ

る
か
、

障
害

が
著

し

い

(鴨
碧
Φ岬

焦
陣。。伽
ぴ芭

)
」

場
合

の

民
事

収

容

(o貯
出
8
ヨ
醤
犀
白
㊥耳
)
を
規
定

し
て

い
る

(同
法
五

一
五
〇
条
)。

受

刑
者
が
収

容

さ

れ

て

い

る

カ

ウ

ソ

テ

ィ
の
裁

判
官

は

い
つ
で
も

受
刑

者

の
精

神
状
態

に

つ
い
て

の
評
価

と
治
療

の
手
続

を
な

し
う

る

(カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
刑
法
四
〇

一
一
・
六
条
)。

七
二
時
間

以
内

の

評
価

と

治

療

の
為

の
施

設

へ
の
収

容

の
後
、

も

し
そ

の
施
設

の
職

員

が
、
受

刑

者
が
精

神

障
害

の
故

に
他

人

に
危
険

で
あ

る
こ
と
を
証

明

す
れ
ば
、

さ

ら

に

一
四

日

ま

で
収

容

さ
れ

る

(福
祉
と
施
設
に
関
す
る
法
律
五
二
五
〇
条
)
。
そ

の
後

は
他

人

に
対

し
て
、
身

体
的

危
害

を

加

え

た
か
、
精

神

障

害

の
故

に
危
険

性
が

示

さ
れ

れ
ば

一
八
〇

日
ま

で
収

容

さ
れ

う

る

(同
法
五
三
〇
〇
条
)。

こ
れ

ら

の
規

定

は

限
定

能

力

に
よ

っ
て
無

罪

と
な

る
者

に
も
適

用

さ
れ

う

る
と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

し

か
し
、

芝

Φ欝

o
お

判
決

は
、

≦
、Φ§

o
話

の
よ
う

に
身

体

に
対

す

る
罪

を
犯

し

て

い
な

い
場

合

で
も
右

の
規

定

を
適
用

で
き

る
か
と

い
う
問
題
、

さ

ら

に
収

容

期
間

が
短

か

い
こ
と
を
あ
げ

て
、

右

の
規
定

で
不

十
分

な
ら
ば
、
責
任
無
能
力

で
無
罪
と
な

っ
た
場
合

の
措
置
と
同
様

の
内
容

の
立
蒙

必
要
で
あ

る
と
す
華

し
か
し
・

メ
ソ
ス

.
リ
ア
の
理

論

か
ら
限
定
能
力
を
基
礎
づ
け

る
の
で
あ
れ
ば
、
精
神
障
害

に
よ
る
も

の
で
は
あ
れ
、

メ
ソ
ス

・
リ
ア
を
欠
け
ば
そ

の
罪
を
犯
し
た

こ
と

に
は
な
ら
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、
無
期
限
の
収
容
あ

る

い
は
刑
期
ま
で
の
収
容

は
そ

の
根
拠
を
失
う

こ
と
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。
現
在
、

わ
が
国
の
精
神
衛
生
法
は
責
任
無
能
力
等

に
よ
る
無
罪

の
後

の
精
神
病
院

へ
の
長
期

の
収
容
を
認

め
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体

の
妥
当

性

を
考
・兄
る
上
で
も
、

さ
ら

に
将
来
、
精
神
障
害

に
基
づ
く
責
任
無
能
力

に
よ

っ
て
無
罪

と
な

っ
た
被
告
人
に
つ
い
て
右
と
期
間
や
収
容

(143)143



施
設

等

の
異

な

る
強

制

的
治

療

の
制

度

を
設

け

る

と
し
た

場
合
、
精

神

障
害

の
故

に
故
意
が

な

か

っ
た
被
告

人

を
ど

の
よ
う

に
扱

う
か

を

考

え

る
上

で
も
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け

る
議
論

は
参

考

に
な

る

よ
う

に
思
わ

れ

る
。

第

三

に
、

わ
が

国

と

の
対

比
を
考

え

る
場
合
、

芝

。
9

0
話

判
決

が

限
定

能
力

の
否
定

は
デ

ュ
ー
プ

ロ
セ

ス

に
反

す

る
と

し
た
理
由

に

つ

い
て
、
今

後
、

よ
り
細

か
く
分

析

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

す

な
わ

ち
、

お

よ
そ

検
察
官

が

立
証

責
任

を
負

っ
て

い
る
争

点

に

つ

い
て
、

ハ　

関

連

性
及

び
許

容
性

の
あ

る
証
拠

を
提
出

で
き

な

い
か
ら

デ

ュ
ー
プ

ロ
セ
ス
に
反
す

る

の
か
、

そ

れ
と

も
、
被

告

人

は
後

に
責
任

能
力

に

関

し

て
同

じ

証
拠

を
提

出

で
き

る
が

、
責

任
無

能

力

に

つ
い
て

は
ヵ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
州

刑
法

二
五

条
㈲

に
よ

っ
て
被
告

人
が
証

拠

の
優

越

に
よ

っ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
デ

ュ
ー
プ

呈

ス
に
反
す
る
擁

、
と

い
う
点
で
あ
る
。
前
者

で
あ
れ
ば

「
責
任
罷

力
者

に
つ
い
て
は
故
意

又
は
過
失

の
有
無
を
論
ず

る
必
蒙

な
輝

と

い
う
わ
が
国

の
改
正
刑
法
草
案

の
立
場

に
も
疑
問
が
告

る
。
ま
た
、

後
者

で
あ

っ
て
も
、
わ
が
国

に
お

い
て
も

「
法
律

上
刑

の
減
免

と
な
る
事
実
」

に

つ
い
て
は
被
告
人

に
形
式
的
及
び
実
体
的
挙
証
責
任
が

あ
り
・
責
任
無
能
力
又
は
限
定
責
任
能
力

に
つ
い
て
も
、
被
告
人
が
自
由
な
証
明
に
よ

っ
て
で
あ
れ
証
拠

の
優
越

の
程
度
に
立
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
す
麓

・

や
は
り
問
禦

残

る
よ
詮

思
わ
れ
る
。
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)
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ヨ
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響
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忘
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困コ
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ピ
ロ
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閃
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一
範

・
§

一
轟
§

刈

(
一
り
Q。
ω
)
・

(
79

)

竃

o
諺
ρ

。。
ロ
嘆

帥

コ
o
↓o

♪

Ω畠
仲
恥
㎝
・

(
80

)

℃
8

豆
①

〈
・
白

卑
ヨ
o
『P

。・唇

冨

き

件o

㎝
ρ

α
o。
ω

℃
・

bこ
山

鉾

お

一
b。
・

こ

の

場

合

、

分

割

審

理

で

も

証

拠

が

重

な

っ
て

し

ま

う

。

し

た

が

っ
て

争

点

ば

か

り

で

な

く

、

証

拠

の

重

な

り

を

防

ぐ

と

い

う

分

割

審

理

の
意

義
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